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主な内容　p2-3大日苑　p4介護保険料　 p5花火桟敷席の販売　
p6公共交通　p7-12「男と女いなしき蒼風の会」メンバー募集、夏
休み映画会、自然観察会、資料館企画展　p20うまいもん　など

表紙　この度、国の登録有形文化
財に指定を受けた大日苑と保存会
の皆さんです。（関連記事p2-3）
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大日苑が国の登録有形文化財に
江戸崎入干拓（稲波干拓）を望む高台に大

だい
日
にち

苑
えん

があります。この建物が6月15日、国の登録
有形文化財（建造物）に登録されました。
　大日苑は植竹庄兵衛邸として戦前の昭和12年に上棟式が行われ14年に登記された住宅
です。当時流行のアールデコ風を随所に用いた洋館と、欄間にステンドグラスを入れた和館
からなる和洋折衷様式のモダンな建物です。
　みなさんもぜひ、稲敷市に存在する登録有形文化財をご覧になってください。

建
造
主
で
あ
る
植
竹
氏
は
小
野
川
河
口
の
入
り
江

（
当
時
榎え
の
う
ら浦
と
呼
ば
れ
て
い
た
）
を
、
現
在
の
田
園
に
生

ま
れ
変
わ
ら
せ
た
人
物
で
す
。甘
田
入
干
拓
（
桜
川

地
区
）
の
土
木
工
事
に
手
腕
を
発
揮
し
、
時
を
さ
か

の
ぼ
る
こ
と
今
か
ら
70
年
前
の
昭
和
12
年
、
江
戸
崎

入
干
拓
耕
地
整
理
組
合
長
と
し
て
干
拓
工
事
を
始
め

ま
し
た
。昭
和
22
年
県
営
工
事
に
移
管
す
る
ま
で
の

間
干
拓
事
業
を
遂
行
し
、
干
拓
地
完
成
に
大
い
に
貢

献
さ
れ
た
方
で
す
。

　
戦
争
の
色
が
濃
く
な
り
か
け
た
昭
和
19
年
、
皇
族

で
あ
り
海
軍
軍
人
で
も
あ
っ
た
久く

邇に
の

宮み
や

朝あ
さ

融あ
き
ら

殿
下

の
住
宅
に
な
り
、
戦
後
は
所
有
者
も
変
わ
り
「
大
日

苑
」
と
し
て
式
場
や
宴
会
場
に
使
わ
れ
た
時
期
も
あ

り
ま
し
た
。そ
の
後
こ
の
建
物
に
は
住
む
人
も
な
く

閉
鎖
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
建
物
の
文
化
的
価

値
を
惜
し
ん
だ
市
の
有
志
が
中
心
と
な
っ
て
所
有
者

の
許
可
の
下
、
保
存
会
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
稲
敷
伝
統
文

化
保
存
会
）
を
作
り
、
現
在
は
日
常
管
理
や
Ｐ
Ｒ
活

動
を
し
て
い
ま
す
。近
年
の
調
査
で
屋
根
裏
の
銘
札

が
見
つ
か
り
、
大
日
苑
を
建
て
た
棟
梁
は
旧
阿
波
村

四
箇
の
坂
本
栄
治
氏
だ
と
い
う
こ
と
が
判
り
ま
し

た
。

　
さ
て
、今
回
こ
の
大
日
苑
が
登
録
さ
れ
た
理
由
は
、

西
洋
の
様
式
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
な
が
ら
も
日
本

の
巧
み
な
技
法
の
中
で
作
り
上
げ
ら
れ
た
こ
と
で

す
。ま
た
戦
前
の
少
数
の
建
築
家
が
設
計
し
た
中
央

の
官
庁
や
大
資
本
家
の
豪
邸
と
は
異
な
り
、
各
部
分

に
意
匠
の
自
由
さ
と
奔
放
さ
が
あ
る
こ
と
に
よ
り
ま

す
。そ
の
特
徴
は
３
つ
の
部
分
に
集
約
で
き
１
つ
は

玄
関
、
1
つ
は
座
敷
、
そ
し
て
も
う
１
つ
は
２
階
の

広
間
で
す
。

上：折上格
ごう

天井や欄間が特に目をひく座
敷。
下：２階大広間。よく見ると大きさが異
なる特注品の畳
３ページ：玄関正面。目を引く彫刻は植
竹氏の家紋「抱き茗

みょうが
荷」の浮き彫り
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玄
関
は
当
初
ア
ー
チ
型
の
車
寄
せ
が
つ
い
た
ア
ー

ル
デ
コ
調
の
意
匠
で
あ
り
、
そ
の
屋
上
に
は
バ
ル
コ

ニ
ー
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。現
在
は
フ
ラ
ン
ス
屋
根

と
呼
ば
れ
る
マ
ン
サ
ー
ド
・
ル
ー
フ
で
す
。

　
二
間
続
き
の
座
敷
は
、床
の
間
・
床
脇
付
書
院
・
長

押
・
折
上
格
天
井
・
欄
間
な
ど
が
設
置
さ
れ
た
質
の
高

い
書
院
造
で
す
。特
に
欄
間
が
和
製
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス

で
作
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
注
目
す
べ
き
と
こ
ろ
で
す
。

　
最
後
に
２
階
の
大
広
間
で
す
が
、
こ
ち
ら
は
干
拓

地
と
そ
の
先
に
広
が
る
霞
ヶ
浦
を
見
渡
せ
る
部
屋
で

す
。床
の
間
や
畳
敷
な
ど
基
本
的
に
は
和
を
感
じ
さ

せ
る
も
の
で
す
が
、
洋
風
建
具
を
そ
の
ま
ま
取
り
入

れ
る
な
ど
和
洋
折
衷
の
作
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

保存会の皆さんから一言
■稲敷伝統文化保存会会長　Doris Weingaertner（ドリス・

ワインゲルトナー）さん（表紙左から２番目）

私は、このような建造物が放置されているに等しい姿を見た
とき、まず「もったいない」と思いました。この建物は貴重な
ものでヨーロッパ（ドイツ）で育った私の目にはすばらしいの
一言でした。取り入れられているアールデコ様式にしろ、ス
テンドグラスにしろ、ただ単に欧米のまねごとではなく、日
本の様式が融合されていることがとても新鮮に感じ、感動し
ました。これからも保存会の活動を続けていき、たくさんの
方にこのすばらしさを知ってもらいたいと思っています。

■稲敷伝統文化保存会副会長　野口幸徳さん（表紙左から３番目）

今回、登録有形文化財の登録ということになり、私たちが３
年間行ってきた活動が報われる形になったことをうれしく思
います。今後もまずは稲敷の市民の皆さんにこの建物の存在
と、そのすばらしさを知っていただくことです。さらには大
切な遺産として県内外にこのすばらしさを発信していき、地
域活性化につなげていきたいと思っています。
※すでに映画・ドラマ・コマーシャルの撮影場所としてオフ
ァーがあるとのことです。

文化財登録記念見学会を開催
NPO 法人稲敷伝統文化保存会では、今回の文化
財登録を記念して見学会を開催します。当日はバ
ーベキューをはじめたくさんの催しを計画してい
ますので、どうぞお立ち寄りください。

日時：８月19日（日）午前10時〜午後５時
会場：稲敷市江戸崎字大日久保甲2354
●NPO 法人 稲敷伝統文化保存会
☎029-893-1011
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今年度の介護保険料が決まりました
介護保険料（65歳以上の方）のお知らせ

平成19年度の保険料が確定しましたので、お知らせします。
 また、本年度についても平成18年度同様、平成17年度の税制改正の
影響を受ける方について緩和措置があります。（緩和措置については、今

年度で終了）

高齢福祉課（新利根庁舎）

☎029-892-2000（内線3253・3254）

平成19年度の年間保険料
保険料段階 対　　象　　者 年額保険料

第１段階 ・生活保護の受給者
・老齢福祉年金の受給者であって、本人および世帯全員が市民税非課税の方 14,400円

第２段階 ・本人の年金収入と所得金額の合計が、80万円以下で世帯全員が市民税非課税の方 14,400円
第３段階 ・上記以外で本人及び世帯全員が、市民税非課税の方 21,600円

第４段階

・本人が市民税非課税で、世帯内に市民税課税者がいる方 28,800円

緩和される場合
税制改正の影響により第１段階から上昇する方 23,900円
税制改正の影響により第２段階から上昇する方 23,900円
税制改正の影響により第３段階から上昇する方 26,200円

第５段階

・本人が市民税課税で、合計所得金額が200万円未満の方 36,000円

緩和される場合

税制改正の影響により第１段階から上昇する方 28,800円
税制改正の影響により第２段階から上昇する方 28,800円
税制改正の影響により第３段階から上昇する方 31,100円
税制改正の影響により第４段階から上昇する方 33,400円

第６段階 ・本人が市民税課税で、合計所得金額が200万円以上の方 43,200円

※４月１日が基準日になっています。（実際の保険料は、決定通知等でご確認ください。）

保険料の納め方
特別徴収（年金天引き）と普通徴収（納付書による現金納付）の２つの方法があります。

納付方法 決定通知 条　　　件

特別徴収（年金天引き） 10月に送付
（ハガキ）

・公的年金を年間18万円以上もらっていて、稲敷市に住所があり65歳
になっている方（基準日あり）

普通徴収（納付書） ８月に送付
（納付書兼決定通知）

・老齢福祉年金を受給されている方・年度途中に65歳になられた方・年
度途中に稲敷市に転入された方

▪10月特別徴収基準日：４月１日
※ただし４月１日以降に65歳になった（または転入した）方については、翌年度４月・６月・８月から特別徴収になる場合が
あります。
▪普通徴収の方でも口座振替（口座引落し）をご利用できますので、ぜひご利用ください。
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最高の花火をとびっきりの場所で

8月25日（土）に行われる、いなしき夏まつり。夜は１万２千発
の花火大会を盛大に開催します。
　そこで今年も、江戸崎総合運動公園サッカー場内に桟敷席を
設置します。申込方法は、次のとおりですので、お早めにお買い
求めください。
いなしき夏まつり実行委員会（東庁舎商工観光課内）

☎029-892-2000（内線5209）

桟敷席の販売について

え
ど
さ
き
笑
遊
館
で
の
販
売

販
売
期
間
：
８
月
24
日（
金
）ま
で

午
前
10
時
〜
午
後
６
時

販
売
場
所
：
え
ど
さ
き
笑
遊
館

（
関
東
つ
く
ば
銀
行
江
戸
崎
支
店
前
）

料
金
：
５
０
０
０
円

Ｆ
Ａ
Ｘ
・
メ
ー
ル
で
の
販
売

受
付
期
間
：
８
月
16
日（
木
）ま
で

料
金
：
６
０
０
０
円

手
続
方
法
：
①
申
込
書
を
、
稲
敷

市
観
光
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
か
、
各
庁
舎

総
合
窓
口
課
で
入
手
し
て
く
だ
さ

い
。②
申
請
書
に
記
入
の
上
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
ま
た
は
メ
ー
ル
で
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。③
申
請
書
に
記
載
し

て
あ
る
口
座
に
振
り
込
ん
で
く
だ

さ
い
。（
振
込
手
数
料
は
、
申
込
者
負

担
）④
振
込
確
認
後
、桟
敷
席
券
を
、

１
週
間
以
内
に
郵
便
書
留
で
送
り

ま
す
。

当
日
販
売

桟
敷
席
に
残
席
が
あ
る
場
合
は
、

会
場
本
部
席
横
で
販
売
を
行
う
予

定
で
す
。

料
金
：
５
０
０
０
円

桟
敷
席
専
用
駐
車
場

桟
敷
席
横
に
２
７
０
台
の
駐
車
場

を
設
置
し
ま
す
。

開
門
時
間
：
午
前
11
時

交
通
規
制

午
後
８
時
か
ら
11
時
頃
ま
で
交
通

規
制
が
あ
り
ま
す
。後
日
発
行
す

る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
参
照
し
、
当
日

は
係
員
の
指
示
に
従
っ
て
く
だ
さ

い
。

●
い
な
し
き
夏
ま
つ
り
実
行
委
員

会
（
稲
敷
市
商
工
観
光
課
）
☎
０
２

９
︲
８
９
２
︲
２
０
０
０
（
内
線

５
２
０
９
）FAX
０
２
９
９
︲
７
８
︲

３
３
９
８

Ｅ
メ
ー
ル syoukou@

city.ina
shiki.lg.jp

観
光
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ  http:

//w
w

w
.inashiki.com

⃝マスの広さは、約２ｍ×約２ｍです。
⃝１マスの定員は、5名です。
⃝１マスに付き、５枚の桟敷席券を渡します。桟

敷席券がない方は入場できません。
⃝天候等により順延・延期した場合、桟敷席券は

そのまま利用できます。
⃝自己の都合で利用されない場合、返金はしませ

ん。
⃝桟敷席会場はサッカー場のため、周りがネット

フェンスで覆われています。あらかじめご了承
ください。

⃝たばこ等により人工芝を破損させた場合は、弁
償してもらいます。

⃝会場内での歩行喫煙は絶対にしないでくださ
い。

⃝会場内でのバーベキューや周りの観覧者に迷惑
となる椅子の利用は、禁止となります。

⃝桟敷席券を紛失した場合、再発行はしません。

桟敷席に関する注意事項
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新しい市民の足に！

バス路線などがない地域の皆さんの外出手段を確保し、市内交通
体系の整備に向けての基礎データを収集するため、期間を定めて
試験調査運行を実施する予定です。
　この試験調査運行は、昨年度検討を行ってきた公共交通体系調
査委員会がまとめた提言に基づき実施されるものです。NPO 法
人「稲敷みんなのまちづくり」を中心とした市内交通事業者が主
体となって運行し、収集した利用状況や採算性等の基礎データを、
本格運行実施の検討に反映させるためのものです。
NPO 法人稲敷みんなのまちづくり事務局☎029-892-5590　
稲敷市企画課（江戸崎庁舎）☎029-892-2000（内2603）

公共交通の試験運行を10月より開始します

10月からスタートする試験調査運行は、事前に

予約した複数の方の乗合方式により、指定された

乗車場所から目的地近くの降車場所まで送迎す

る交通サービスです。

試
験
調
査
運
行
の
内
容

▪
試
験
運
行
形
態
：
運
行
主
体

は
、
市
内
の
運
行
協
力
事
業
者

（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
、
運
行
事
業
者
）

と
し
、
市
は
運
行
補
助
金
を
交

付
し
て
支
援
し
ま
す
。

▪
運
行
期
間
：
平
成
19
年
10
月

1
日
〜
平
成
20
年
12
月
28
日

▪
運
行
エ
リ
ア
：
稲
敷
市
内

（
全
域
）
の
み
。旧
4
町
村
域
を

基
準
エ
リ
ア
と
し
、
４
台
の
車

両
（
29
人
乗
り
以
下
の
バ
ス
）
を

運
行
。

▪
運
行
日
時
：
運
行
日
は
月
曜

日
か
ら
土
曜
日
ま
で
の
週
６
日

（
土
曜
日
の
午
後
、日
祝
休
日
、８
月

14
日
〜
16
日
、
12
月
29
日
〜
１
月
３

日
、
予
約
の
な
い
便
は
運
休
）午
前

８
時
〜
午
後
４
時
（
土
曜
日
を
除

く
）の
間
に
運
行
。

▪
利
用
方
法

▽
予
約
制
：
利
用
予
定
日
の
５

日
前
〜
前
日
（
運
休
日
を
除
く
）

の
、午
前
８
時
〜
午
後
３
時（
土

曜
日
は
午
前
の
み
）
の
間
に
電
話

予
約
が
必
要
。初
回
利
用
時
の

み
登
録
要
（
住
所･

氏
名･

連
絡
先

･

自
宅
位
置･

乗
車
地
等
）。た
だ

し
、
会
員
制
バ
ス
で
は
あ
り
ま

せ
ん
の
で
自
由
に
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

予
約
・
初
回
登
録
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
稲
敷
み
ん
な
の
ま
ち
づ
く

り
事
務
局
へ

▽
チ
ケ
ッ
ト
制
：
運
賃
は
現
金

払
い
で
は
な
く
チ
ケ
ッ
ト
（
利

用
券
）を
購
入
し
、乗
車
時
に
乗

務
員
へ
支
払
。チ
ケ
ッ
ト
は
、

車
内
、市
内
協
力
事
業
者（
商
業

施
設
・
医
療
施
設
等
）、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
及
び
運
行
事
業
者
事
務
所
に

て
販
売・払
戻
し
い
た
し
ま
す
。

▽
乗
降
場
所
：
集
落
内
に
数
か

所
の
乗
降
場
所
を
設
け
ま
す
。

乗
降
場
所
に
つ
い
て
は
利
用
者

で
あ
る
市
民
の
皆
さ
ま
か
ら
区

長
を
通
じ
て
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。

▪
利
用
料
金（
基
本
料
金
）

●
乗
降
場
所
が
同
一
の
旧
町
村

域
内
（
基
準
エ
リ
ア
内
）
の
場
合

▽
中
学
生
以
上
３
０
０
円
▽
小

学
生
・
一
定
要
件
を
満
た
す
障

害
者
の
方
１
０
０
円
▽
未
就
学

児
無
料

●
乗
降
場
所
が
異
な
る
旧
町
村

域
（
基
準
エ
リ
ア
外
）
の
場
合
▽

中
学
生
以
上
４
０
０
円
▽
小
学

生
・
一
定
要
件
を
満
た
す
障
害

者
の
方
２
０
０
円
▽
未
就
学
児

無
料

※
市
内
の
チ
ケ
ッ
ト
販
売
所
、
集

落
乗
降
場
所
等
の
詳
細
に
つ
い

て
は
、今
後
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
今
回
の
運
行
は
、
今
後
整
備

を
進
め
て
い
く
交
通
体
系
に
係

る
本
格
運
行
実
施
に
向
け
て
の

調
査
運
行
で
す
。市
民
の
皆
さ

ま
の
利
用
が
な
け
れ
ば
、
交
通

機
関
の
運
行
を
維
持
す
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。

　
公
共
交
通
体
系
の
維
持
育
成

の
た
め
に
市
民
の
皆
さ
ま
の
理

解
と
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

〈応募方法〉 愛称、愛称の説明、住所、氏名、年齢、性別、電話番号を官製ハガキ 
 またはFAX 、電話にて応募ください

〈応募期限〉 ８月17日（金）必着
〈愛称取扱〉 決定した愛称の著作権、その他一切の権利は、NPO 法人稲敷みん 
 なのまちづくりに帰属し、運行車両・広告媒体にて広く活用します

〈決　定〉 採用された愛称応募者（複数の場合は抽選）へ記念品を贈呈します
〈応募先〉 〒300-0507　稲敷市犬塚1617-185　NPO 法人稲敷みんなのま 
 ちづくり事務局　TEL ･FAX 029-892-5590　

今回スタートする「試験調査運行」の愛称を募集します
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男
女
共
同
参
画
社
会
を
目
指
し
て

　
「
女ひ
と
と
男ひ
と
い
な
し
き
蒼か

ぜ風
の
会（
仮
称
）」

市
男
女
共
同
参
画
推
進
準
備
会

で
は
、
市
の
男
女
共
同
参
画
を

推
進
し
、
誰
も
が
自
分
ら
し
く

輝
い
て
生
き
ら
れ
る
社
会
の
実

現
を
目
指
し
て
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　
現
在
、
準
備
会
で
は
「
女
と

男
い
な
し
き
蒼
風
の
会
（
仮

称
）」の
設
立
に
向
け
た
準
備
活

動
を
行
っ
て
お
り
、
一
緒
に
活

動
で
き
る
方
を
募
集
し
ま
す
。

　
蒼
風
の
会
の
具
体
的
な
活
動

内
容
は
、
男
女
共
同
参
画
に
つ

い
て
の
学
習
や
研
究
、
実
践
活

動
、
市
が
実
施
す
る
事
業
へ
の

協
力
な
ど
で
す
。

　
ご
協
力
い
た
だ
け
る
方
の
参

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▽
申
込
：
秘
書
広
聴
課
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

　
地
域
の
活
動
を
支
援
し
ま
す

（
財
）自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
で
は
、

地
域
や
組
織
の
行
う
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
活
動
を
支
援
す
る
た
め
、

宝
く
じ
を
財
源
と
し
た
助
成
事

業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
こ
の
事
業
の
受
付

窓
口
と
な
っ
て
お
り
、
来
年
度

（
平
成
20
年
度
）
の
実
施
予
定
事

業
に
つ
い
て
受
け
付
け
を
行
い

ま
す
。

　
希
望
さ
れ
る
団
体
の
方
は
お

早
め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
応
募
多
数
の
場
合
は
、
市
で

審
査
を
行
い
優
先
順
位
を
決
定

し
ま
す
。

▽
申
請
期
限
：
９
月
28
日（
金
）

対
象
事
業
と
助
成
額

①
一
般
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事

業（
１
０
０
〜
２
５
０
万
円
）

●
稲
敷
市
秘
書
広
聴
課
女
性
行

政
係
（
江
戸
崎
庁
舎
）
☎
０
２
９

︲
８
９
２
︲
２
０
０
０
（
内
線

２
４
０
３
）

②
緑
化
推
進
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助

成
事
業（
５
０
〜
２
０
０
万
円
）

③
青
少
年
健
全
育
成
事
業
（
３

０
〜
１
０
０
万
円
）

④
自
主
防
災
組
織
助
成
事
業

（
３
０
〜
２
０
０
万
円
）

⑤
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
助

成
事
業
（
総
事
業
費
の
５
分
の

３
以
内
、１
５
０
０
万
円
限
度
）

●
稲
敷
市
企
画
課
（
江
戸
崎
庁

舎
）
☎
０
２
９
︲
８
９
２
︲
２

０
０
０（
内
線
２
６
０
５
）

統
計
調
査

　
就
業
構
造
基
本
、毎
月
勤
労
統
計
調
査

規
模
事
業
所
の
雇
用
、
給
与
お

よ
び
労
働
時
間
の
変
動
を
調
べ
、

施
策
の
基
礎
資
料
と
す
る
も
の

で
す
。

　
お
答
え
い
た
だ
い
た
内
容
を

統
計
以
外
の
目
的
で
使
う
こ
と

は
法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

の
で
、
調
査
に
ご
協
力
を
い
た

だ
い
た
事
業
所
に
迷
惑
が
か
か

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
調
査
の
地
域
は
江
戸
崎
地
区

の
一
部
で
、
７
月
下
旬
か
ら
８

月
に
各
事
業
所
へ
調
査
員
が
う

か
が
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

●
茨
城
県
企
画
部
統
計
課
人
口

労
働
担
当
☎
０
２
９
︲
３
０
１

︲
２
６
４
９（
直
通
）

就
業
構
造
基
本
調
査

「
平
成
19
年
就
業
構
造
基
本
調

査
」
を
10
月
１
日
、
全
国
一
斉

に
行
い
ま
す
。こ
の
調
査
は
、

就
業
、
不
就
業
の
実
態
を
調
べ
、

国
や
都
道
府
県
な
ど
の
雇
用
政

策
や
経
済
政
策
の
基
礎
資
料
と

す
る
も
の
で
す
。

　
お
答
え
い
た
だ
い
た
内
容
を

統
計
以
外
の
目
的
で
使
う
こ
と

は
法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

の
で
、
安
心
し
て
ご
記
入
く
だ

さ
い
。

　
調
査
の
地
域
は
国
で
選
定
し
、

調
査
対
象
に
選
ば
れ
た
世
帯
に
、

調
査
員
が
う
か
が
い
ま
す
の
で
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
稲
敷
市
企
画
課
統
計
係
（
江

戸
崎
庁
舎
）
☎
０
２
９
︲
８
９

２
︲
２
６
４
９（
直
通
）

毎
月
勤
労
統
計
調
査

厚
生
労
働
省
で
は
、「
毎
月
勤

労
統
計
調
査
（
特
別
調
査
）」
を

行
い
ま
す
。こ
の
調
査
は
、
小
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茨
城
県
後
期
高
齢
者
医
療

　
広
域
連
合
通
信Vol.2保

険
料
徴
収
業
務
は
今
ま
で

ど
お
り
市
町
村
が
行
い
ま
す

医
療
制
度
の
財
源

医
療
に
か
か
る
費
用
の
う
ち
、

み
な
さ
ん
が
医
療
機
関
窓
口
で

支
払
う
患
者
負
担
を
除
い
た
分

を
、
公
費（
国
、
県
、
市
町
村
）が

５
割
を
負
担
、
現
役
世
代
か
ら

の
支
援
（
若
年
者
の
保
険
料
）
が

４
割
を
負
担
し
、
残
り
の
１
割

を
後
期
高
齢
者
の
み
な
さ
ん
か

ら
保
険
料
と
し
て
納
め
て
い
た

だ
き
ま
す
。

●
茨
城
県
後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合
☎
０
２
９
︲
３
０
９
︲

１
２
１
２
／
fax
０
２
９
︲
３
０

９
︲
１
１
２
６
／
〒
３
１
１
︲

４
１
４
１
／
茨
城
県
水
戸
市
赤

塚
１
丁
目
１
番
地
ミ
オ
ス
１
階

／
HPhttp://w

w
w

.ibaraki-
kouikirengo.ecnet.jp/

●
稲
敷
市
保
険
課
（
桜
川
庁
舎
）

☎
０
２
９
︲
８
９
２
︲
２
０
０

０（
内
線
４
６
０
０
）

平
成
20
年
４
月
か
ら
新
し
い
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
が
始
ま
り

ま
す
。

医
療
制
度

６
つ
の
ポ
イ
ン
ト

①
75
歳
以
上
（
一
定
の
障
害
が
あ

る
場
合
に
は
65
歳
〜
）
の
方
が

対
象
と
な
り
ま
す

②
平
成
20
年
３
月
に
新
し
い
保

険
証
（
被
保
険
者
証
）
が
一
人

に
一
枚
送
付
さ
れ
ま
す

③
医
療
機
関
で
の
患
者
負
担
は
、

現
在
の
老
人
保
健
と
同
様
に

原
則
１
割
負
担
。現
役
並
み

所
得
者
は
３
割
負
担
と
な
り

ま
す

④
保
険
料
は
、
原
則
、
年
金
か

ら
の
天
引
き（
保
険
料
は
平
成

19
年
11
月
頃
に
決
定
予
定
）
と

な
り
ま
す

⑤
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
運

営
は
、
県
内
全
市
町
村
が
加

入
す
る
広
域
連
合
が
行
い
ま

す
⑥
各
種
申
請
等
の
窓
口
業
務
、

年
金
加
入
記
録
の
確
認
に
つ
い
て

　
被
保
険
者
、年
金
受
給
者
の
皆
さ
ま
へ

１
６
５（
IP
電
話
、Ｐ
Ｈ
Ｓ
か
ら
）

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
年
金
加
入

記
録
の
確
認
が
行
え
ま
す
。

HPhttp://w
w

w
.sia.go.jp/

社
会
保
険
庁
で
は
、
年
金
記
録

を
確
認
で
き
る
よ
う
次
の
サ
ー

ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。気
に

な
る
方
、
心
当
た
り
の
あ
る
方

は
、
お
問
い
合
わ
せ
を
お
願
い

し
ま
す
。

　
皆
さ
ま
の
大
切
な
年
金
に
関

し
て
ご
不
安
を
与
え
、
心
よ
り

来
訪
で
お
問
い
合
わ
せ

土
浦
社
会
保
険
事
務
所
☎
０
２

９
︲
８
２
４
︲
７
１
２
１
／
茨

城
県
土
浦
市
下
高
津
２
丁
目
７

番
29
号

☆

●
稲
敷
市
保
険
課
年
金
係
（
桜

川
庁
舎
）
☎
０
２
９
︲
８
９
２

︲
２
０
０
０（
内
線
４
６
０
９
）

お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

ね
ん
き
ん
あ
ん
し
ん

ダ
イ
ヤ
ル

記
録
照
会
専
用
の
フ
リ
ー

ダ
イ
ヤ
ル
で
す
。
▽
受

付
：
24
時
間
、
土
日
も
対

応☎
０
１
２
０
︲
６
５
７
８

３
０

ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

一
般
の
年
金
相
談
で
す
。

▽
受
付
：
平
日
／
午
前
８

時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

☎
０
５
７
０
︲
０
５
︲
１

１
６
５（
７
月
か
ら
統
一
）

☎
０
３
︲
６
７
０
０
︲
１

家
族
介
護
慰
労
金
支
給

　
在
宅
で
介
護
さ
れ
て
い
る
方
へ

月
31
日
の
間
に
介
護
保
険
サ
ー

ビ
ス
（
一
週
間
ま
で
の
シ
ョ
ー
ト

ス
テ
イ
利
用
を
除
く
）
を
利
用
し

て
い
な
い
方

支
給
額

▽
年
額
：
10
万
円

申
込
期
限

▽
受
付
：
９
月
28
日（
金
）ま
で

●
稲
敷
市
高
齢
福
祉
課
高
齢
福

祉
係
（
新
利
根
庁
舎
）
☎
０
２
９

︲
８
９
２
︲
２
０
０
０
（
内
線

３
２
５
５
／
３
２
５
６
）

ね
た
き
り
高
齢
者
ま
た
は
認
知

症
高
齢
者
な
ど
を
在
宅
で
介
護

し
て
い
る
方
に
慰
労
金
が
支
給

さ
れ
ま
す
。

支
給
対
象
者

要
介
護
４
ま
た
は
５（
相
当
）と

認
定
さ
れ
た
65
歳
以
上
の
高
齢

者
を
在
宅
で
常
時
介
護
す
る
方

で
、
市
町
村
民
税
非
課
税
世
帯

に
属
す
る
方

支
給
条
件

平
成
18
年
８
月
１
日
〜
19
年
７
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ス
ト
ッ
プ
！
環
境
犯
罪

　
埋
立
て
、野
焼
き
、不
法
投
棄
で
罰
金
刑

市
内
で
、
不
法
投
棄
や
野
焼
き

な
ど
の
違
法
焼
却
に
よ
る
廃
棄

物
処
理
法
違
反
で
、
市
民
が
罰

金
刑
を
受
け
る
事
件
が
発
生
し

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
市
で
は
盛
土
た
い
積

等
条
例
違
反
で
、
２
か
所
に
お

い
て
土
地
所
有
者
と
施
工
者
を

刑
事
告
発
中
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
行
為
は
環
境
犯

罪
で
す
。絶
対
に
や
め
ま
し
ょ

う
。ま
た
、
見
か
け
た
ら
す
ぐ

通
報
を
お
願
い
し
ま
す
。

土
地
の
埋
立
て

土
地
の
埋
立
て
な
ど
を
行
う
場

合
は
、
市
の
許
可
が
必
要
で
す
。

無
許
可
で
埋
立
て
を
行
っ
た
場

合
は
法
律
に
よ
り
罰
せ
ら
れ
ま

す
。埋
立
て
面
積
が
５
０
０
㎡

以
上
、
ま
た
は
使
用
す
る
土
砂

が
５
０
０
㎥
以
上
の
場
合
は
市

の
許
可
が
必
要
と
な
り
、
面
積

が
５
０
０
０
㎡
以
上
の
場
合
に

は
県
の
許
可
が
必
要
に
な
り
ま

す
。

野
焼
き

野
外
で
の
ご
み
焼
却
は
法
律
で

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。法
律
で

５
年
以
下
の
懲
役
ま
た
は
１
０

０
０
万
円
以
下
の
罰
金
が
課
せ

ら
れ
ま
す
。

不
法
投
棄

ご
み
を
み
だ
り
に
捨
て
る
こ
と

は
法
律
で
禁
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

ご
み
を
捨
て
た
人
は
５
年
以
下

の
懲
役
ま
た
は
１
０
０
０
万
円

以
下
の
罰
金
と
な
り
ま
す
。法

人
の
業
務
に
関
し
て
不
法
投
棄

を
し
た
場
合
は
１
億
円
以
下
の

罰
金
が
課
せ
ら
れ
ま
す
。

●
稲
敷
警
察
署
生
活
安
全
課
☎

０
２
９
︲
８
９
３
︲
０
１
１
０

●
稲
敷
市
生
活
環
境
課
（
桜
川

庁
舎
）
☎
０
２
９
︲
８
９
２
︲

２
０
０
０（
内
線
４
４
０
５
）

特
別
障
害
者
手
当
、障
害
児
福
祉
手
当

　
障
害
児
の
福
祉
増
進
を
図
り
ま
す

特
別
障
害
者
手
当

精
神
ま
た
は
身
体
に
著
し
く
重

度
の
障
害
が
あ
る
た
め
、
日
常

生
活
に
お
い
て
常
時
介
護
を
必

要
と
す
る
状
態
に
あ
る
、
在
宅

の
20
歳
以
上
の
方
に
支
給
さ
れ

る
手
当
で
す
。

手
当
の
支
給

▽
月
額
：
２
万
６
４
４
０
円

支
給
対
象
障
害
の
程
度

ア
障
害
基
礎
年
金
１
級
程
度
の

障
害
が
重
複
す
る
場
合

イ
障
害
基
礎
年
金
１
級
程
度
の

障
害
が
１
つ
、
同
２
級
程
度

の
障
害
が
２
つ
以
上
重
複
す

る
場
合

ウ
障
害
基
礎
年
金
１
級
程
度
以

上
の
障
害
が
１
つ
で
も
、
日

常
生
活
能
力
が
低
く
ア
と
同

程
度
の
場
合

障
害
児
福
祉
手
当

日
常
生
活
に
お
い
て
、
常
時
の

介
護
を
必
要
と
す
る
在
宅
の
重

度
の
障
害
児
（
20
歳
未
満
）
に
支

給
さ
れ
る
手
当
で
す
。

手
当
の
支
給

▽
月
額
：
１
万
４
３
８
０
円

支
給
対
象
障
害
の
程
度

ア
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
程
度

イ
療
育
手
帳
Ⓐ
程
度

手
当
の
支
給（
共
通
）

認
定
申
請
の
あ
っ
た
翌
月
か
ら

支
給
。年
４
回（
２
月
、
５
月
、
８

月
、11
月
）

申
請
手
続
き（
共
通
）

社
会
福
祉
課
で
申
請
の
手
続
き

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

提
出
書
類

①
申
請
書　
②
診
断
書　
③
口

座
振
替
依
頼
書　
④
戸
籍
抄
本

⑤
住
民
票

現
況
届（
共
通
）

現
在
、
手
当
を
受
け
て
い
る
方

に
は
、
７
月
下
旬
「
特
別
障
害

者
手
当
等
受
給
資
格
者
現
況
調

査
表
」
を
送
り
ま
す
。必
要
事

項
を
記
入
し
て
、
社
会
福
祉
課

ま
た
は
各
総
合
窓
口
課
へ
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

▽
受
付
期
間
：
８
月
10
日（
金
）

〜
９
月
10
日（
月
）

現
況
届
け
は
継
続
支
給
を

確
認
す
る
た
め
の
大
事
な

届
け
で
す
。提
出
が
な
い

と
手
当
の
支
払
い
を
一
時

差
し
止
め
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
稲
敷
市
社
会
福
祉
課
障
害
福

祉
係
（
新
利
根
庁
舎
）
☎
０
２
９

︲
８
９
２
︲
２
０
０
０
（
内
線

３
２
１
１
）
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一
般
企
業
の
農
業
参
入
が
行
え
ま
す

　
特
定
法
人
貸
付
事
業参

入
で
き
る
法
人

一
般
の
株
式
会
社
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
な
ど
、
農
業
生
産
法
人
以
外

の
法
人

農
地
の
借
入
れ

農
地
保
有
合
理
化
法
人
（
市
農

業
公
社
）
と
協
定
の
締
結
を
行

い
、
農
地
を
借
り
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

農
地
予
定
地
区

浮
島
地
区
の
１
・
５
ha
程
度

参
入
の
支
援
措
置

市
が
、
荒
廃
す
る
土
地
の
土
地

条
件
整
備
事
業
（
障
害
物
除
去
）

を
行
い
ま
す
。（
要
件
あ
り
）

申
込

▽
期
間
：
８
月
31
日（
金
）ま
で

●
稲
敷
市
農
政
課
農
政
企
画
係

（
東
庁
舎
）
☎
０
２
９
９
︲
７
８

︲
３
３
８
５（
直
通
）

農
業
者
の
高
齢
化
な
ど
に
よ
り

遊
休
農
地
が
増
え
て
き
て
い
ま

す
。こ
の
た
め
法
律
の
改
正
が

行
わ
れ
、
一
般
企
業
な
ど
が
リ

ー
ス
方
式
に
よ
る
農
地
の
権
利

取
得
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

　
市
で
は
地
域
活
性
化
と
農
地

の
有
効
利
用
を
図
ろ
う
と
、
農

業
参
入
を
希
望
す
る
法
人
の
募

集
を
行
い
ま
す
。

児
童
の
健
や
か
な
成
長
を
願
っ
て

　
児
童
扶
養
手
当

２
人
目
＝
＋
５
０
０
０
円

３
人
目
以
降
＝
＋
３
０
０
０
円

（
一
人
に
つ
き
）

支
払
期
日

毎
年
３
回（
４
月
、８
月
、12
月
）

現
況
届

現
在
、
手
当
を
受
け
て
い
る
方

に
は
、
７
月
下
旬
に
現
況
届
を

離
婚
な
ど
に
よ
り
父
親
と
生
計

を
と
も
に
し
て
い
な
い
児
童
の

母
、
ま
た
は
母
に
代
わ
っ
て
養

育
し
て
い
る
方
に
対
し
、
児
童

の
健
や
か
な
成
長
を
願
っ
て
支

給
さ
れ
る
手
当
で
す
。

※
資
格
が
あ
っ
て
も
請
求
し
な

い
限
り
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

支
給
手
続

▽
児
童
福
祉
課
で
認
定
請
求
書

を
提
出　
▽
添
付
書
類
：
戸
籍

謄
本
、住
民
票
な
ど

支
給
対
象

児
童
（
18
歳
（
年
度
中
）、
ま
た
は

20
歳
未
満
で
政
令
で
定
め
る
程
度

の
障
害
を
持
つ
人
）
を
監
護
す
る

母
、ま
た
は
養
育
者
。

※
老
齢
年
金
以
外
の
公
的
年
金

受
給
者
を
除
く
。所
得
制
限
あ

り手
当
額

１
人
目
＝
９
８
５
０
円
〜
４
万

１
７
２
０
円（
所
得
に
よ
り
）

場
合
、
住
所
が
変
わ
っ
た
場
合

な
ど
は
、
変
更
な
ど
の
届
出
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

●
稲
敷
市
児
童
福
祉
課
（
新
利

根
庁
舎
）
☎
０
２
９
︲
８
９
２

︲
２
０
０
０（
内
線
３
４
０
０
）

送
付
し
ま
す
。期
限
日
ま

で
に
、
児
童
福
祉
課
へ
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
提
出
が
な
い
と
８
月
以

降
の
手
当
が
受
け
ら
れ
ま

せ
ん
。ご
注
意
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
２
年
間
提
出
が
な

い
と
資
格
を
失
い
ま
す
。

※
支
給
要
件
事
由
に
よ
り

個
別
に
必
要
な
添
付
書
類

あ
り
。

そ
の
他

対
象
児
童
が
増
え
た
り
減

っ
た
り
、
支
給
対
象
の
児

童
が
該
当
し
な
く
な
っ
た

特
定
疾
患
医
療
受
給
者
証

　
手
続
き
は
お
済
み
で
す
か
？

期
間
が
９
月
30
日
ま
で
の
方

▽
申
請
：
９
月
28
日
（
金
）（
で

き
れ
ば
９
月
10
日
（
月
））
ま
で
に

竜
ヶ
崎
保
健
所
で
、
手
続
き
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
茨
城
県
保
健
福
祉
部
保
健
予

防
課
疾
病
対
策
担
当
係
☎
０
２

９
︲
３
０
１
︲
３
２
２
０

●
茨
城
県
竜
ヶ
崎
保
健
所
☎
０

２
９
７
︲
６
２
︲
２
１
６
１

か
い
よ
う
性
大
腸
炎
な
ど
の
国

が
指
定
し
た
疾
患
の
、
医
療
費

助
成
を
受
け
る
た
め
に
必
要
な

「
特
定
疾
患
医
療
受
給
者
証
」

を
お
持
ち
の
方
は
、
継
続
給
付

（
更
新
）
手
続
き
を
お
願
い
し
ま

す
。期
限
が
切
れ
る
と
、
医
療

費
の
助
成
が
受
け
ら
れ
な
く
な

り
ま
す
。ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▽
対
象
者
：
受
給
者
証
の
有
効
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「
ナ
イ
ト
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」

　
夏
休
み
映
画
会
８
月
11
日
、12
日
上
映

あ
ず
ま

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

▽
日
程
：
８
月
12
日（
日
）　
▽

①
午
前
10
時
〜
②
午
後
1
時
〜

▽
定
員
：
５
０
０
人

●
稲
敷
市
教
育
委
員
会
生
涯
学

習
課
（
新
利
根
庁
舎
）
☎
０
２
９

︲
８
９
２
︲
２
０
０
０
（
内
線

３
７
０
４
）

夏
休
み
映
画
会
で
「
ナ
イ
ト
ミ

ュ
ー
ジ
ア
ム
」
を
上
映
し
ま
す
。

内
容
は
、
自
然
史
博
物
館
の
夜

間
警
備
員
が
体
験
す
る
、
時
空

を
超
え
た
奇
想
天
外
な
コ
メ
デ

ィ
で
す
。入
場
無
料
、先
着
順
。

江
戸
崎
公
民
館

▽
日
程
：
８
月
11
日（
土
）▽
①

午
前
10
時
〜
②
午
後
１
時
〜　

▽
定
員
：
６
８
０
人

「
妙
岐
の
鼻
湿
原
」自
然
観
察
と

　
清
掃
ハ
イ
キ
ン
グ
９
月
29
日
開
催

し
て
み
ま
せ
ん
か
？

▽
日
時
：
９
月
29
日（
土
）午
前

９
時
〜
午
後
12
時
30
分　
▽
場

所
：
和
田
公
園
（
現
地
集
合
解

散
）　

▽
参
加
費
：
無
料　

▽

申
込
：
生
涯
学
習
課
へ
電
話
で

申
し
込
む
。受
付
＝
平
日
の
午

前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
。9

月
18
日（
火
）ま
で
。定
員
40
名

●
稲
敷
市
教
育
委
員
会
生
涯
学

市
内
に
も
湿
原
が
あ
る
の
を
知

っ
て
い
ま
す
か
？
紀
宮
様
も
観

察
に
い
ら
し
た
「
妙
岐
の
鼻
」

で
す
。和
田
公
園
か
ら
妙
岐
の

鼻
ま
で
の
約
２
・
５
km
を
ハ
イ

キ
ン
グ
し
、
湿
原
に
い
る
野
鳥
、

植
物
な
ど
の
観
察
と
、
周
辺
の

ゴ
ミ
拾
い
を
行
い
ま
す
。

　
市
内
に
残
る
貴
重
な
湿
原
を

学
び
な
が
ら
、
自
然
を
大
切
に

　
既
存
住
宅
の
場
合
、
平
成
21

年
５
月
31
日
ま
で
に
設
置
す
れ

ば
よ
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

全
部
屋
で
は
な
く
、
寝
室
や
階

段
な
ど
で
す
。ま
た
、
市
役
所

や
消
防
署
が
個
別
に
家
を
訪
問

す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
稲
敷
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
東
庁
舎
内
）
▽
相
談
日
：
月
、

水
、
金
曜
日
／
午
前
９
時
30
分

〜
正
午
、
午
後
１
時
〜
午
後
４

時
30
分　
▽
連
絡
先
：
☎
０
２

９
９
︲
７
８
︲
３
１
１
５

習
課
（
新
利
根
庁
舎
）
☎
０
２
９

７
︲
８
７
︲
３
４
３
９（
直
通
）

詐
欺
に
ご
注
意
！

　
か
た
り
商
法
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

現
在
、
市
内
で「
か
た
り
商
法
」

と
い
う
手
口
の
詐
欺
が
発
生
し

て
い
ま
す
。ご
注
意
く
だ
さ
い
。

か
た
り
商
法

地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ

総
務
省
や
テ
レ
ビ
局
な
ど
の
名

前
を
使
っ
て
「
受
信
工
事
、
テ

レ
ビ
の
調
整
代
金
を
払
っ
て
く

だ
さ
い
」
と
手
紙
が
届
い
た
り
、

自
宅
に
訪
問
し
た
り
し
ま
す
。

　
地
デ
ジ
対
応
で
、
総
務
省
や

テ
レ
ビ
局
な
ど
か
ら
お
金
を
請

求
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
助
成
金
も
あ
り
ま
せ
ん
。

火
災
警
報
器
の
訪
問
販
売

「
法
律
で
全
部
屋
に
つ
け
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
」
な
ど
と
消

防
署
の
職
員
と
名
乗
る
人
が
訪

問
し
ま
す
。
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企
画
展「
あ
ん
ば
大
杉
、モ
ノ
ク
ロ
ー
ム
の
記
憶
」開
催
！

　
歴
史
民
俗
資
料
館
で
８
月
30
日
ま
で

　
大
杉
の
神
は
江
戸
時
代
に
水

運
や
疱ほ
う

瘡そ
う

除
け
の
神
と
し
て
、

利
根
川
や
太
平
洋
沿
岸
を
伝
い

関
東
、
東
北
に
信
仰
を
広
め
ま

稲
敷
市
阿
波
に
鎮
座
す
る
「
大

杉
神
社
」
は
、
神じ
ん
護ご

景け
い
雲う
ん
年
間

（
７
６
７
〜
７
６
９
）
の
創
建
を

伝
え
る
古
社
で
す
。

歴
史
民
俗
資
料
館
イ
ベ
ン
ト

　
夏
休
み
に
３
つ
の
講
座

30
名
程
度　
▽
講
師
：
桜
川
天

文
愛
好
会　
▽
必
要
な
も
の
：

虫
除
け

竹
と
ん
ぼ
作
り
講
座

昔
な
が
ら
の
「
竹
と
ん
ぼ
」
を

作
り
ま
す
。竹
を
削
る
作
業
が

あ
り
ま
す
の
で
、
親
子
で
参
加

し
て
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
：
８
月
19
日（
日
）午
後

２
時
〜
４
時　
▽
会
場
：
市
立

図
書
館
２
階
会
議
室　

▽
対

象
：
市
内
在
住
・
在
勤
の
親
子

▽
定
員
：
親
子
で
10
名
程
度

（
先
着
順
）　
▽
受
講
料
：
無
料

●
稲
敷
市
立
歴
史
民
俗
資
料
館

（
稲
敷
市
八
千
石
18
番
地
１
）☎
０

２
９
９
︲
７
９
︲
３
２
１
１

（
直
通
）

歴
史
民
俗
資
料
館
で
は
、
夏
休

み
期
間
中
に
次
の
講
座
を
開
催
。

蝶
の
標
本
づ
く
り

講
習
会
「
か
わ
い
い
蝶
で
標
本

を
作
ろ
う
」を
開
催
し
ま
す
。展て
ん

翅し
ん
板ば
ん
を
使
っ
た
標
本
の
作
り
方

と
、保
存
の
方
法
を
学
び
ま
す
。

▽
日
時
：
８
月
５
日（
日
）、
26

日
（
日
）
午
後
２
時
〜　

▽
場

所
：
市
立
図
書
館
２
階
会
議
室

▽
定
員
：
15
名
（
先
着
順
）　
▽

参
加
料
：
５
０
０
円　

▽
講

師
：
霞
蝶
の
会

星
空
観
望
会

星
空
観
望
会
を
開
催
し
ま
す
。

木
星
を
天
体
望
遠
鏡
で
観
察
し

ま
す
。

▽
日
時
：
８
月
17
日（
金
）午
後

７
時
〜
９
時
ま
で
※
天
候
不
良

の
場
合
は
18
日
（
土
）　

▽
会

場
：
歴
史
民
俗
資
料
館
敷
地
内

▽
申
込
：
資
料
館
へ
申
し
込
む

▽
対
象
：
市
内
在
住
の
方
、
子

供
は
保
護
者
同
伴　
▽
定
員
：

し
た
。大
杉
の
神
は
そ
の
別
名

を「
あ
ん
ば
様
」と
も
い
い
、稲

敷
市
阿
波
の
神
社
は
そ
れ
ら
の

総
本
社
で
す
。

　
折
り
し
も
今
年
は
、
神
社
創

建
１
２
４
０
年
の
記
念
に
あ
た

る
節
目
の
年
で
す
。
地
域
の

人
々
の
心
の
拠
り
所
と
し
て
、

地
域
と
共
に
歩
ん
だ
大
杉
神
社

の
歴
史
を
、
当
地
域
に
残
さ
れ

た
「
写
真
」
を
通
し
て
ぜ
ひ
ご

覧
く
だ
さ
い
。入
場
無
料
で
す
。

▽
会
期
：
７
月
24
日（
火
）〜
８

月
30
日（
木
）※
月
曜
休
館

●
稲
敷
市
立
歴
史
民
俗
資
料
館

（
稲
敷
市
八
千
石
18
番
地
１
）☎
０

２
９
９
︲
７
９
︲
３
２
１
１

（
直
通
）

大正2年11月。大杉神社屋根修繕記念（吉田茂氏蔵）

明治30年頃。稚児（富澤富
生氏蔵）
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a 鮭の牛乳入り炊き込みごはん
材料（４人分）▷牛乳200g ▷米２合▷酒大１と
1/3▷醤油小２▷塩小1/3▷水140cc ▷甘塩さ
け100g ▷人参40g ▷えのき茸60g ▷黒いりご
ま小２
作り方
1米は洗ってざるにあげ、30分ほどおく。
2人参は３cm ほどの長さの千切り、えのき茸は
半分に切ってほぐす。
3炊飯器に米・牛乳・調味料を入れ、水を加え混ぜ、
鮭・人参・えのき茸を乗せて炊く。
4炊きあがったら鮭の皮や骨を除いてほぐし、ご
飯と混ぜ、器に盛りつけてごまをふる。

b 小松菜ときくらげの塩炒め
材料（４人分）▷小松菜240g ▷きくらげ10g ▷
▷サラダ油大１▷塩小1/3▷にんにく少々▷水
大４
作り方
1小松菜は４〜５cm 長さに切り、茎と葉に分け
ておき、きくらげは水でもどし食べやすい大きさ
に切り、にんにくはすりおろしておく。
2フライパンに油を熱し、小松菜の茎を炒め、塩・
にんにく・水を加えさっと炒め、きくらげも加え
て、水けをとばすように炒める。小松菜の葉を加
え炒め、しんなりとなったら火をとめる。

a エネルギー 377kcal ／たんぱく質13.0g ／脂質7.2g ／カ

ルシウム91mg ／塩分1.6g

b エネルギー 43kcal ／たんぱく質1.6g ／脂質3.4g ／カル

シウム138mg ／塩分0.5g

今回の料理に挑戦していただいた稲敷市食生活改善推進員協
議会新利根支部（ヘルスメイト）のみなさん

食生活改善で
ヘルシーな毎日を！
＜ヘルスメイトからの提案＞
カルシウムをじょうずにとろう（その１）

今月から新コーナーが始まります。
　稲敷市食生活改善推進員協議会の協力で、6
回にわたってヘルシー料理をご紹介します。
　正しい食生活は、 健康に過ごしていくうえで
の基本です。皆さんもこのレシピを参考にして
みてはいかがですか？
　紙面の都合上一食分の献立を、今回と次回の
二度に分けて紹介します。
　来月のレシピもお楽しみに！

稲敷バラエティー
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日
本
語
の
勉
強
を

手
伝
っ
て
く
だ
さ
い

日
本
語
サ
ー
ク
ル「
か
ぼ
ち
ゃ
」

で
は
、
日
本
で
結
婚
し
た
り
仕

事
を
し
て
い
る
外
国
人
に
、
日

本
語
を
無
料
で
教
え
て
い
ま
す
。

日
本
語
に
よ
る
指
導
で
す
の
で
、

特
別
な
資
格
は
い
り
ま
せ
ん
。

ぜ
ひ
ご
協
力
く
だ
さ
い
。特
に

お
昼
の
先
生
を
急
募
し
て
い
ま

す
。ま
た
、
生
徒
も
随
時
募
集

し
て
い
ま
す
。

▽
日
時
：
毎
週
水
曜
日
①
午
後

１
時
〜
午
後
２
時
30
分
②
午
後

７
時
30
分
〜
９
時　
▽
場
所
：

江
戸
崎
公
民
館

●
日
本
語
サ
ー
ク
ル
か
ぼ
ち
ゃ

（
代
表
：
山
内
）
☎
０
２
９
︲
８

９
２
︲
３
５
８
７

夏
休
み
ふ
れ
あ
い
合
宿

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

夏
休
み
、
私
た
ち
と
共
に
子
ど

も
た
ち
に
夢
や
希
望
、
思
い
出

を
提
供
し
ま
せ
ん
か
。ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
し
て
や
る
気
の
あ
る

方
を
お
持
ち
し
て
い
ま
す
。

募
集
対
象
：
高
校
生
か
ら
元
気

な
方
／
参
加
費
３
０
０
０
円

（
食
事
・
宿
泊
／
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保

険
料
含
む
）
／
締
切
：
８
月
10

日（
金
）

●
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

稲
敷
み
ん
な

の
ま
ち
づ
く
り 

（
担
当
：
宮
本
）

☎
０
２
９
︲
８
９
２
︲
５
５
９

０
美
浦
養
護
学
校
サ
ポ
ー

タ
ー
募
集
の
ご
案
内

次
の
よ
う
な
分
野
の
支
援
者
を

募
集
中
で
す
。

▪
教
育
支
援
活
動

▽
各
教
科
や
「
総
合
的
な
学
習

の
時
間
」
な
ど
に
お
け
る
指
導

補
助
▽
各
学
部
の
行
事
や
ク
ラ

ブ
活
動
、
部
活
動
に
お
け
る
指

導
支
援
な
ど
▽
地
区
活
動
へ
の

支
援　
　
　

▪
教
師
の
補
助

▽
児
童
・
生
徒
の
学
習
活
動
や

学
校
生
活
の
補
助
な
ど

▪
環
境
整
備
支
援

▽
校
舎
な
ど
の
補
修
、
植
木
の

剪
定
、
花
壇
の
花
づ
く
り
、
草

刈
り
▽
教
材
や
教
具
の
作
成
、

表
示
札
の
作
成
な
ど

▪
学
校
安
全
支
援

▽
校
内
の
巡
回
、
通
学
路
の
巡

回
、登
下
校
の
付
き
添
い
▽
校
門

で
の
あ
い
さ
つ
▽
声
か
け
な
ど

●
茨
城
県
立
美
浦
養
護
学
校
☎

０
２
９
︲
８
８
５
︲
４
１
２
６

高
校
３
年
生
の
皆
さ
ん
へ

自
衛
官
募
集

▪
防
衛
大
学
校
学
生（
推
薦
）

▽
受
付
：
９
月
７
日（
金
）ま
で

▽
資
格
：
高
卒（
見
込
含
）か
ら

21
歳
未
満
▽
試
験
：
１
次
＝
９

月
23
日（
日
）、
24
日（
月
）

▪
防
衛
大
学
校
学
生（
一
般
）

▽
受
付
：
９
月
28
日（
金
）ま
で

▽
資
格
：
高
卒（
見
込
含
）か
ら

21
歳
未
満
▽
試
験
：
１
次
＝
11

月
10
日（
土
）、11
日（
日
）

▪
防
衛
医
科
大
学
校
学
生

▽
受
付
：
９
月
28
日（
金
）ま
で

▽
資
格
：
高
卒（
見
込
含
）か
ら

21
歳
未
満
▽
試
験
：
１
次
＝
11

月
３
日（
土
）、４
日（
日
）

▪
看
護
学
生

▽
受
付
：
９
月
28
日（
金
）ま
で

▽
資
格
：
高
卒（
見
込
含
）か
ら

24
歳
未
満
▽
試
験
：
１
次
＝
10

月
14
日（
日
）

●
自
衛
隊
茨
城
地
方
協
力
本
部

龍
ヶ
崎
地
域
事
務
所
☎
０
２
９

７
︲
６
４
︲
３
３
５
１

龍
ヶ
崎
家
族
会
（
精
神
障

害
）月
例
会
を
開
催

龍
ヶ
崎
地
方
家
族
会
で
は
、
家

族
の
中
に
障
害
を
持
つ
父
母
や

兄
弟
が
集
ま
っ
て
、
毎
月
１
回

「
家
族
を
支
え
る
会
」
を
開
催

し
て
い
ま
す
。「
支
え
る
会
」
は

家
族
だ
け
が
参
加
出
来
る
会
で
、

既
に
55
回
を
数
え
、
安
心
し
て

悩
み
を
話
し
合
い
、
多
く
の
参

考
意
見
が
聞
け
る
場
で
す
。事

前
の
申
込
は
不
要
で
す
の
で
、

ぜ
ひ
一
度
参
加
し
て
み
て
く
だ

さ
い
。

▽
対
象
地
区
：
龍
ヶ
崎
市
、
稲

敷
市
、河
内
町
、利
根
町
、そ
の

他　
▽
日
時
：
８
月
９
日（
木
）

午
後
１
時
30
分
〜　
▽
場
所
：

龍
ケ
崎
市
地
域
福
祉
会
館
（
龍

ケ
崎
市
役
所
西
隣
）
龍
ケ
崎
市
馴

柴
町
８
３
４
︲
1
☎
０
２
９
７

︲
６
２
︲
５
１
７
６

●
龍
ケ
崎
地
方
家
族
会
（
担

当
：
長
瀬
）
☎
０
９
０
︲
５
４

２
５
︲
２
２
３
６

霞
ヶ
浦
環
境
科
学
セ
ン

タ
ー
夏
ま
つ
り
２
０
０
７

夏
休
み
に
霞
ヶ
浦
の
水
質
浄
化

に
つ
い
て
楽
し
く
学
ん
で
み
ま

せ
ん
か
。

▽
日
時
：
８
月
25
日（
土
）午
前

10
時
〜　
▽
入
場
：
無
料　
▽

会
場
：
茨
城
県
霞
ヶ
浦
環
境
科

学
セ
ン
タ
ー　
▽
交
通
：
当
日

は
臨
時
駐
車
場（
旧
土
浦
東
部
市

民
運
動
公
園
）を
ご
使
用
く
だ
さ

い
。無
料
シ
ャ
ト
ル
バ
ス（
４
〜

５
分
に
１
本
）が
運
行
し
ま
す
。

「
霞
ヶ
浦
の
日
」
っ
て

知
っ
て
い
ま
す
か
！

昭
和
57
年
９
月
１
日
に
「
茨
城

県
霞
ヶ
浦
の
富
栄
養
化
の
防
止

に
関
す
る
条
例
」
が
施
行
さ
れ

ま
し
た
。そ
れ
を
記
念
し
、
県

民
の
皆
さ
ん
の
水
質
浄
化
意
識

を
高
め
て
い
た
だ
く
た
め
に
、

こ
の
日
を
「
霞
ヶ
浦
の
日
」
と

し
て
い
ま
す
。県
は
「
海
の
日
」

か
ら
「
霞
ヶ
浦
の
日
」
ま
で
を

「
霞
ヶ
浦
水
質
浄
化
強
化
月
間
」

と
し
て
、
各
種
啓
発
事
業
を
行

っ
て
い
き
ま
す
。

●
茨
城
県
霞
ヶ
浦
環
境
科
学
セ

ン
タ
ー 

土
浦
市
沖
宿
１
８
５

３
☎
０
２
９
︲
８
２
８
︲
０
９

６
１「

お
は
な
し
隊
」が
や
っ
て

く
る
！

「
本
と
あ
そ
ぼ
う 

全
国
訪
問
お

は
な
し
隊
」
が
稲
敷
市
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー
「
あ
い
ア
イ
」

に
や
っ
て
き
ま
す
。読
み
聞
か

せ
や
紙
芝
居
を
楽
し
め
る
ほ
か
、



15　広報稲敷 平成19年8月号

informationくらしと情報

キ
ャ
ラ
バ
ン
カ
ー
に
積
ま
れ
た
約

５
５
０
冊
の
絵
本
や
児
童
書
を

自
由
に
読
む
こ
と
も
で
き
ま
す
。

▽
日
時
：
８
月
21
日（
火
）午
後

２
時
〜
３
時　
▽
場
所
：
稲
敷

市
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
「
あ

い
ア
イ
」　
▽
申
込
：
不
要　

▽
費
用
：
無
料

●
稲
敷
市
子
育
て
支
援
セ
ン
タ

ー
「
あ
い
ア
イ
」（
稲
敷
市
ふ
れ

あ
い
セ
ン
タ
ー
内
）
稲
敷
市
伊
佐

津
３
２
３
９
︲
１
☎
０
２
９
７

︲
８
７
︲
７
０
７
０

心
臓
病
か
ら

家
族
を
守
る
ひ
け
つ

県
民
健
康
フ
ォ
ー
ラ
ム
IN
県
南

（
公
開
講
演
会
と
Ａ
Ｅ
Ｄ
使
用
法
実

演
）を
開
催
し
ま
す
。

　
心
臓
病
か
ら
あ
な
た
と
あ
な

た
の
大
切
な
人
の
命
を
守
る
た

め
に
、「
予
防
」「
早
期
発
見
」「
治

療
」
に
つ
い
て
ご
一
緒
に
考
え

て
み
ま
せ
ん
か
？

▽
日
時
：
９
月
９
日（
日
）午
後

１
時
か
ら　
▽
場
所
：
龍
ケ
崎

市
民
文
化
会
館
小
ホ
ー
ル
☎
０

２
９
７
︲
６
４
︲
１
４
１
１　

▽
申
込
方
法
：
ど
な
た
で
も
参

加
で
き
ま
す
が
、
申
し
込
み
が

必
要
で
す
。参
加
ご
希
望
の
方

は
、郵
便
番
号
、住
所
、氏
名（
ふ

り
が
な
）を
明
記
の
上
、
ハ
ガ
キ

ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。　
▽
申
込
締
切
：

８
月
20
日（
月
）※
先
着
１
６
０

名●
稲
敷
医
師
会
〒
３
０
０
︲
０

５
０
４
／
稲
敷
市
江
戸
崎
甲
１

９
９
０
（
江
戸
崎
保
健
セ
ン
タ
ー

内
）
☎
０
２
９
︲
８
９
３
︲
１

４
９
６
Fax
０
２
９
︲
８
９
３
︲

１
４
９
５

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
茨
城

２
０
０
７
観
覧
者
募
集

今
年
11
月
に
開
催
さ
れ
る
「
ね

ん
り
ん
ピ
ッ
ク
茨
城
２
０
０

７
」
の
イ
ベ
ン
ト
（
４
会
場
14
ス

テ
ー
ジ
）
の
観
覧
者
を
募
集
し

ま
す
。

▪
イ
ベ
ン
ト
の
内
容

▽
開
会
式
：
笠
松
運
動
公
園

（
ひ
た
ち
な
か
市
）
／
11
月
10
日

（
土
）▽
音
楽
文
化
祭（
ゲ
ス
ト
：

イ
ル
カ
）・
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ

ー
：
結
城
市
民
文
化
セ
ン
タ
ー

「
ア
ク
ロ
ス
」／
11
月
11
日（
日
）

▽
ラ
イ
ブ
ス
テ
ー
ジ
（
伊
藤
由

奈
・
グ
ッ
チ
裕
三
な
ど
９
ス
テ
ー

ジ
）
：
つ
く
ば
国
際
会
議
場
／

11
月
10
日（
土
）〜
13
日（
火
）▽

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
総
合
閉
会

式
：
県
民
文
化
セ
ン
タ
ー
／
11

月
13
日（
火
）

▪
応
募
に
つ
い
て

▽
応
募
方
法
：
観
覧
希
望
者
は

官
製
往
復
は
が
き
に
住
所
、
氏

名
、
観
覧
希
望
イ
ベ
ン
ト
名
称

な
ど
必
要
事
項
を
記
入
の
上
実

行
委
員
会
へ
送
付
く
だ
さ
い
。

そ
の
他
、
応
募
方
法
の
詳
細
は
、

ポ
ス
タ
ー
、
チ
ラ
シ
ま
た
は
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
応
募
期
間
：
８
月
２
日（
木
）

〜
９
月
20
日（
木
）※
必
着

●
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
茨
城
２
０

０
７
実
行
委
員
会
事
務
局
☎
０

２
９
︲
３
０
１
︲
３
３
０
３

HPw
w

w
.pref.ibaraki.jp/

nenrin/

守
ろ
う
！
確
か
め
よ
う
！

こ
の
最
低
賃
金

茨
城
県
最
低
賃
金
は
、
時
間
額

６
５
５
円
（
平
成
18
年
10
月
１
日

発
効
）で
す
。

　
最
低
賃
金
と
は
、
国
が
賃
金

の
最
低
限
度
額
を
定
め
る
制
度

で
す
。パ
ー
ト
、
臨
時
、
派
遣
、

ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
を
含
め
す
べ

て
の
労
働
者
に
最
低
賃
金
額
以

上
の
賃
金
が
支
払
わ
れ
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。こ
の
最
低
賃

金
額
は
、
茨
城
県
内
の
事
業
所

で
働
く
す
べ
て
の
労
働
者
に
適

用
さ
れ
ま
す
。詳
し
く
は
、
お

電
話
か
、
茨
城
労
働
局
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

●
厚
生
労
働
省　
茨
城
労
働
局

労
働
基
準
部　
賃
金
室
☎
０
２

９
︲
２
２
４
︲
６
２
１
６

HPhttp://w
w

w
.

ibarakiroudoukyoku.
go.jp/平

成
19
年
度
県
職
員
等

採
用
試
験

県
職
員（
上
級
管
理
栄
養
士
、中
級
、

初
級
）
と
市
町
村
立
小
中
学
校

職
員（
中
級
、初
級
）の
採
用
試
験

を
実
施
し
ま
す
。ご
希
望
の
方

は
茨
城
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
テ

レ
フ
ォ
ン
サ
ー
ビ
ス
を
ご
参
照

く
だ
さ
い
。ま
た
、Ｅ
メ
ー
ル
で

の
質
問
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

▪
受
付
期
間

▽
郵
送
：
８
月
７
日（
火
）〜
22

日（
水
）※
消
印
有
効　
▽
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
８
月
７
日（
火
）〜

22
日（
水
）※
受
信
有
効　
▽
持

参
：
８
月
16
日
（
木
）
〜
22
日

（
水
）
※
８
月
18
日
（
土
）
19
日

（
日
）を
除
く

▪
連
絡
先

▽
茨
城
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
：

HPh
ttp

://w
w

w
.p

ref.
ibaraki.jp/

▽
テ
レ
フ
ォ
ン

サ
ー
ビ
ス
：
☎
０
２
９
︲
３
０

１
︲
５
５
５
８
▽
Ｅ
メ
ー
ル
：

saiyo
ushiken@

p
ref.

ibaraki.lg.jp

●
茨
城
県
人
事
委
員
会
事
務
局

（
茨
城
県
庁
内
）
☎
０
２
９
︲
３

０
１
︲
５
５
４
９

住
宅
用
家
屋
証
明
の
取
扱

が
総
合
窓
口
課
で
も

個
人
が
新
築
又
は
取
得
し
た
一

定
の
要
件
を
満
た
す
居
住
用
の

家
屋
は
、
そ
の
所
有
権
保
存
登

記
・
移
転
登
記
や
抵
当
権
設
定

登
記
に
係
る
登
録
免
許
税
に
つ

い
て
軽
減
措
置
が
受
け
ら
れ
ま

す
。こ
の
軽
減
措
置
を
受
け
る

た
め
に
必
要
な｢

住
宅
用
家
屋

証
明｣

の
取
扱
い
を
、
８
月
１

日
よ
り
各
庁
舎
総
合
窓
口
課
で

も
行
う
こ
と
と
な
り
ま
す
。（
桜

川
庁
舎
は
、
従
前
の
と
お
り
税

務
課
で
）

●
稲
敷
市
税
務
課（
桜
川
庁
舎
）

☎
０
２
９
︲
８
９
２
︲
２
０
０

０（
内
線
４
５
０
０
）
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informationくらしと情報

納期限８月31日（金）
市県民税：２期
介護保険料：３期
国民健康保険税：３期

犬猫引取 ８月の納税
手数料：2,000円（一匹）／場所：
江戸崎庁舎第2駐車場奥／日
時：８月２日（木）30日（木）午後
2時10分〜30分
●稲敷市生活環境課
tel.029-894-2327（直通）

▪法律相談・心配ごと相談・行政相談・人権相談
月日  相談種類 会場
８月２日（木） 　、　、　 江戸崎公民館
８月９日（木） 　、　、　 東庁舎（分庁舎）
８月16日（木） 　、　、　 ふれあいセンター
８月21日（火） 　  江戸崎庁舎
８月22日（水）   東庁舎（分庁舎）
８月23日（木） 　、　、　 桜川庁舎（旧庁舎）
時間：　、　、　＝午後１時30分〜４時／　＝午後1時〜4時
　　法律相談　法律問題の相談に弁護士がお答えします。
電話でご予約ください。8月13日（月）・午前8時30分か
ら受付。定員は各会場6名です。
●稲敷市総務課tel.029-892-2000（内線2209）

　　心配ごと相談　日常生活の諸問題について相談に応じ
ます。電話でご予約ください。
●稲敷市社会福祉協議会tel.029-892-5711
　　行政相談　行政に関する相談を受け付けます。直接ご
来場ください。
●稲敷市総務課tel.029-892-2000（内線2209）

　　人権相談　人権に関する相談に、人権擁護委員などが
お答えします。
●稲敷市人権同和対策室tel.029-892-2000（内線3300）

▪交通事故相談
日時：８月15日（水）・午前10時から午後3時まで／会場：茨城
県稲敷合同庁舎
●県南地方交通事故相談所tel.029-823-1123
▪家庭教育相談
専門の相談員が、子育てに関する悩みにお答えします。
日時：８月23日（木）・午前10時〜午後4時／場所：各公民館・生
涯学習センター／申込：要予約（会場含め）／アドバイザー：臨床
心理士 森本純代先生

●稲敷市教育委員会生涯学習課tel.0297-87-3439（直通）

▪消費生活相談　 
商品やサービス、訪問販売など消費生活に関する苦情、相談を専
門の相談員が受け付けます。「おかしい」と感じたら消費生活セン
ターへご相談ください！
相談日時：月、水、金曜日（祝日を除く）／午前9時30分〜4時30分
● 稲 敷 市 消 費 生 活 セ ン タ ー（ 稲 敷 市 東 庁 舎 ／ 商 工 観 光 課 内 ）

tel.0299-78-3115（直通） 

名称 相談内容 相談員 所在地・電話番号 方法・受付

教育相談 いじめ、不登校、友人関係など児
童生徒に関する教育相談全般 市教育相談員 市教育相談室（新利根庁舎）

tel.0297-87-0121（直通）
面接・電話：月〜金
午前9時〜午後5時

スクールカウ
ンセリング

上記と同様な内容
※江戸崎中・新利根中以外の方も利用可

（市内小中学校に限る）。全て予約制のため
事前にお問い合わせください。

臨床心理に関し
専門的な知識・
経験を有したカ
ウンセラー

江戸崎中学校相談室
tel.029-892-3780（直通）

面接（予約）：火
午前9時〜午後5時

新利根中学校相談室
tel.0297-87-5033（直通）

面接（予約）：木
午前9時〜午後5時

家庭児童相談 養護、虐待、非行、育成、心身障害な
ど、乳幼児から児童に関する相談 市家庭相談員 市家庭児童相談室（新利根庁舎）

tel.0297-87-3247（内線3911）
面接・電話：月〜金
午前9時〜午後4時

▪ひとりで抱え込まないで!! いじめ・教育・児童福祉などの悩みにお応えします

▽子どもホットライン tel.029-221-8181（24時間受付　※午前零時〜9時は留守番電話）fax.029-302-2166　http://www.
edu.pref.ibaraki.jp/kodomo/top.htm　▽子どもの教育相談（面接・電話）茨城県教育研修センター内（笠間市平町1410）
tel.0296-78-2333（月・火・木・午前9時〜午後6時30分、水・金・午前9時〜午後4時30分）　▽生徒指導相談（面接・電話）県南教
育事務所内（土浦市真鍋5-17-26）tel.029-823-6770（火・木・金・午前9時〜午後6時30分、月・水・午前9時〜午後4時30分）　　
▽児童相談（面接・電話・訪問）茨城県土浦児童相談所（土浦市中高津2-10-50）tel.029-821-4595（月〜金・午前8時30分〜午後5
時15分）　▽人権相談（面接・電話）水戸地方法務局竜ケ崎支局（竜ヶ崎市2985）tel.0297-64-2607（月〜金・午前8時30分〜午
後5時）　▽茨城いのちの電話 tel.029-855-1000（毎日：24時間）・029-255-1000（毎日：午後1時〜8時）
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▪茨城県救急医療情報システム
休日や夜間に受診可能な医療機関が探せます。休日診療当番
医や小児科医による稲敷地域小児救急医療の情報もこちらで
確認できます。毎日24時間対応。
救急医療情報コントロールセンター＝tel.029-241-4199
救急医療情報システム＝ホームページhttp://www.qq.pref.
ibaraki.jp/ 、携帯サイトhttp://www.qq.pref.ibaraki.jp/kt/
▷休日医療当番医　午前9時から午後4時まで
▷小児救急輪番制　月〜金　午後６時〜９時
 　　日曜　午前９時〜正午／正午〜午後３時
 　　※土曜・祝日は行っていません　
■稲敷市子育て支援センター「あいアイ」（ふれあいセンター内）

月〜金曜日（祝日を除く）／午前９時〜午後４時
遊びたい時、いつでも・だれでも来られる所が稲敷市子育て
支援センター「あいアイ」です。子育て相談も行っています。
お気軽にご利用ください。
　また、各地区で「あいアイ広場」も開催します。ご利用の場
合には２日前までに電話予約をしてお越しください。
■あいアイ広場　開催時間：午前10時半〜11時半
８月１日（水） 桜川保健センター／シャボン玉あそび
８月６日（月） 江戸崎保健センター／シャボン玉あそび
８月８日（水） 東保健センター／シャボン玉あそび
８月22日（水） 桜川保育所／保育所で遊ぼう
８月24日（金） あいアイ／誕生会（８月生まれ）
８月29日（水） あいアイ／シャボン玉あそび
※対象は、0〜3歳の子どもと保護者。
※８月１日（水）・２日（木）は子育て支援センターが休館となりま
　す。ご注意ください。
●稲敷市子育て支援センター「あいアイ」tel.0297-87-7070
▪園庭開放　活動時間：午前10時〜 12時 
保護者同伴の子どもたちに、保育所のお庭を開放します。 
▷江戸崎第２保育所 第１・３火曜日
▷桜川保育所  毎週水曜日

informationくらしと情報

発生件数：28（146）
　負傷者：34（181）
　　死者：1（３）
※６月1日〜30日
かっこ内は年累計

市の人口（常住人口） 交通事故件数
総人口：48,321人（-47）
　　男：23,907人（-31）
　　女：24,414人（-16）
世帯数：14,871戸（-21）
※7月1日現在。（ ）は前月比

▪茨城子ども救急電話相談
子どもの急な病気の際に、看護師のアドバイスが受けられま
す。平日の午後６時30分〜午後10時30分利用可能。
プッシュ回線の固定電話・携帯電話から＝tel. 局番なしの＃
8000
非プッシュ回線の固定電話・公衆電話から＝tel.029-254-9900
▪いなしき健康相談
医師が医療相談などに、24時間年中無休でお答えします。
●フリーダイヤルtel.0120-69-3389
▪子育てカレンダー　活動時間：午前10時〜 11時30分
□子育て支援センター : 新利根つばさ保育園tel.090-2210-7355
８月２日（木） 赤ちゃん広場（０歳児）／定員15組
８月７日（火） はじめまして会／定員なし
８月９日（木） りすちゃん広場（１歳〜１歳半）／定員15組
８月21日（火） うさちゃん広場（１歳半〜２歳半）／定員15組
８月23日（木） えほんの広場（１歳〜２歳）／定員なし
８月28日（火） サロンの日／定員なし
８月30日（木） くまちゃん広場（２歳半〜）／定員15組
□子育て支援センター : 江戸崎保育園tel.090-3232-2680
８月１日（水） 子育て広場／定員なし
８月７日（火） はじめまして会／定員なし
８月９日（木） 子育て広場／定員なし
８月22日（水） 夕涼み会／定員なし
８月29日（水） 子育て広場／定員なし

稲敷市地域交流スペース
特別養護老人ホーム水郷荘３階　tel.0299-79-2319
教室名 日時
陶芸教室（予約制） 火・木曜＝午後1時〜
 日曜＝午前9時〜
囲碁教室 月曜 午後１時〜
カラオケ教室 火・土曜 午後１時30分〜
太極拳教室 ８月８日（水） 午後1時30分〜
梅さんの落語会 ８月10日（金） 午前10時30分〜
こどもパン教室 ８月19日（日） 午前10時〜
健康教室 ８月22日（水） 午後１時30分〜
茶道教室 ８月23日（木） 午前10時〜
ゆきちゃんの音楽会 ８月24日（金） 午後2時〜
料理教室 ８月27日（月） 午前10時〜
リハビリ体操教室 ８月27日（月） 午後１時〜
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1
市
内
で
交
通
安
全
教
室

市
内
の
保
育
所
、
幼
稚
園
、
小
学
校
で

交
通
安
全
教
室
が
行
わ
れ
ま
し
た
。指

導
に
当
た
っ
た
の
は
交
通
安
全
推
進
員
、

母
の
会
、
交
通
安
全
協
会
、
そ
れ
に
県

警
察
本
部
や
稲
敷
警
察
の
皆
さ
ん
。児

童
の
年
齢
に
合
わ
せ
た
、
分
か
り
易
い

指
導
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。６
月

１
日
に
古
渡
小
学
校
で
行
わ
れ
た
教
室

で
は
、
６
年
生
が
作
っ
た
手
作
り
の
人

形
を
交
差
点
で
の
横
断
指
導
に
使
っ
て

み
ん
な
の
注
目
を
集
め
て
い
ま
し
た
。

2
中
学
校
総
体

稲
敷
市
総
合
体
育
大
会
が
６
月
22
日
と

23
日
に
市
内
４
つ
の
中
学
校
で
争
わ
れ

ま
し
た
。３
年
生
に
と
っ
て
は
最
後
の

大
会
と
な
る
こ
と
も
あ
り
、
各
会
場
で

熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。こ
の

大
会
で
上
位
チ
ー
ム
は
県
南
の
大
会
へ

と
進
み
ま
し
た
。

3
爆
笑
ラ
イ
ブ
予
選
Ａ

笑
遊
の
郷
主
催
の
「
爆
笑
ラ
イ
ブ
２
０

０
７
」（
予
選
Ａ
グ
ル
ー
プ
）が
江
戸
崎
公

民
館
で
行
わ
れ
、
若
者
か
ら
お
年
寄
り

ま
で
約
６
０
０
名
が
「
お
笑
い
」
を
楽

し
み
ま
し
た
。こ
の
ラ
イ
ブ
に
は
６
月

に
行
わ
れ
た
「
笑
遊
の
郷
お
笑
い
バ
ト

ル
」（
予
備
予
選
Ａ
グ
ル
ー
プ
）
を
勝
ち
抜

い
た
３
組
と
、
東
京
の
芸
人
さ
ん
７
組

2a

1

2b
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4

が
参
加
。様
々
な
ネ
タ
で
会
場
を
湧
か

せ
、
笑
い
の
渦
に
巻
き
込
ん
で
い
ま
し

た
。

4
消
防
団
夏
期
訓
練

市
内
の
全
消
防
分
団
に
よ
る
夏
期
訓
練

が
６
月
17
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。今
回

の
訓
練
は
新
分
団
長
を
は
じ
め
と
す
る

新
役
員
や
、
新
団
員
な
ど
が
対
象
で
総

勢
５
０
０
人
あ
ま
り
。消
防
訓
練
礼
式

に
基
づ
い
た
規
律
訓
練
や
消
防
ポ
ン
プ

の
操
作
方
法
な
ど
、
基
本
作
業
を
炎
天

下
の
中
、お
昼
ま
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

5
絵
画
の
寄
贈

こ
の
度
、
岡
野
和
子
さ
ん（
松
山
）よ
り

絵
画
の
寄
贈
が
あ
り
ま
し
た
。寄
贈
さ

れ
た
作
品
は
、
平
成
15
年
に
行
わ
れ
た

第
６
回
ボ
ザ
ー
ル
公
募
展
で
水
戸
市
長

賞
を
受
け
た
作
品
。画
題
は
「
湖
畔
」。

「
地
元
の
風
景
画
を
ぜ
ひ
市
民
の
皆
さ

ん
に
」
と
寄
贈
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

作
品
は
江
戸
崎
庁
舎
に
展
示
し
て
あ
り

ま
す
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

6
新
中
生
、花
の
寄
贈

新
利
根
中
学
校
の
園
芸
委
員
会
の
皆
さ

ん
が
、
日
ご
ろ
一
生
懸
命
育
て
た
サ
ル

ビ
ア
や
ア
ゲ
ラ
タ
ム
、
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル

ド
な
ど
の
き
れ
い
な
花
々
を
市
役
所
新

利
根
庁
舎
に
寄
贈
し
て
く
れ
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

で・き・ご・と
6-7月

市内の様々な行事、
出来ごとなどを取り上げます。

●稲敷市秘書広聴課tel.029-892-2000（代表）

5

6

3a3b
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稲敷ブルーベリー

稲
敷
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー

新
利
根
地
区
で
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー

の
栽
培
が
始
ま
っ
た
の
は
、
今

か
ら
３
年
前
。荒
れ
た
農
地
の

活
性
化
を
図
ろ
う
と
栽
培
が
始

ま
り
ま
し
た
。

　
３
年
目
を
迎
え
た
今
年
、
よ

う
や
く
初
め
て
の
収
穫
時
期
を

迎
え
ま
し
た
。収
穫
量
は
少
な

め
で
す
が
、
稲
敷
直
売
所
で
販

売
を
始
め
た
と
こ
ろ
、「
甘
酸

っ
ぱ
く
て
お
い
し
い
」
と
口
コ

ミ
で
広
ま
り
、
夕
方
に
は
売
り

切
れ
と
な
る
ほ
ど
の
人
気
商
品

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
、
摘
み
取
り
農
園
や
、

ジ
ャ
ム
な
ど
の
加
工
品
に
も
取

り
組
ん
で
い
く
そ
う
で
す
。

プレゼント
稲敷ブルベリー部会から読者の方
10名に「稲敷ブルーベリー（冷凍）」
をプレゼント！ご応募ください。

▽応募方法：はがきに必要事項①お
題「あなたの好きな夏の味覚」②郵
便番号、③住所、④氏名、⑤年齢、⑥
電話番号を書いてご応募ください▽
応募先：〒300-0595 ／広報稲敷

「うまいもんプレゼント⑧」係　▽
締切：8月7日（火）必着　▽注意：
応募は一人1通／本人以外の応募は
無効／当選者には通知

わ
が
故
郷
の
味
、

　
　
発
見
の
旅
へ　
25
回

稲敷ブルベリー部会長の小嶋茂男さん（伊佐津）の畑におじゃましました

木になっているブルーベリーの実。熟
すと緑から濃い青紫色になります

ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
の
効
能

ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
の
濃
い
青
紫
色

は
ア
ン
ト
シ
ア
ニ
ン
。疲
れ
目

の
解
消
な
ど
眼
に
よ
い
効
果
や
、

ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー
ル
の
一
種
で
優

れ
た
抗
酸
化
作
用
が
あ
る
と
言

わ
れ
ま
す
。

　
な
お
、
稲
敷
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー

は
す
べ
て
無
農
薬
栽
培
。生
は

も
ち
ろ
ん
、
凍
ら
せ
た
り
ジ
ャ

ム
で
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

ご
購
入
は
？

稲
敷
直
売
所
で
販
売
。１
パ
ッ

ク
２
０
０
ｇ
で
４
０
０
円
程
度
。

生
の
販
売
は
６
月
中
旬
か
ら
８

月
中
旬
ま
で
。そ
れ
以
降
は
冷

凍
も
の
を
販
売
し
ま
す
。

今月のレポーターの冨岡理恵さん（大
宿）「ブルーベリーとったどー！」

引換：稲敷直売所
電話：tel.0297-87-7777
住所：稲敷市柴崎9188番地
営業：午前10時〜午後7時
定休：第2火曜日

稲敷直売所で取り扱っています

新利根
庁舎角崎

君賀小
408

稲敷直売所
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第16回　沼
ぬま

田
た

洋
よう

子
こ

さん

プロフィール
自宅わきの300坪の農園で
100種類ほどのハーブを育
てながら、市内外でハーブ講
座を開催。またハーブガーデ
ンの設計、施行も行う。64歳。
●つくば沼田ハーブ園／稲敷
市 江 戸 崎 甲 4475 番 地 2 ／
http://www.numata-herb.com

今月は、市内でハーブ園を運営する
沼田洋子さん（犬塚本郷）です。

■仕事をはじめたきっかけ
ハーブに興味を持ったのは文学から
でした。20代のころ、詩人サトウ
ハチローの門下生になり、詩、童謡
を書き始めたと同時に植物にも興味
をもち、少女のころ読んだ赤毛のア
ンなどに出てくる香り豊かな植物を
思い出しました。調べてみたらハー
ブの仲間とわかり専門的に勉強をは
じめました。育ててみると香りがあ
っておしゃれ！そして、ハーブの魅
力の虜になってしまったんですね。

■ハーブの魅力
ハーブは間口も広いですが奥も深い
んです。ハーブとは香りがあって身
体に良いもの、人の生活に役立つ植
物のことなんですよ。ハーブティー
は一般にも知られてますが、この他、
料理や、リース、ポプリ作り、香りの
効果でアロマテラピーと、楽しみは
無限大ですね。また、ヨーロッパで
は、風邪をひくとカモミールやミン
トティーを飲んで寝るだけ。薬に頼
らないで、人間にもともと備わって
いる自然治癒力に働きかけて治すよ
うです。日本にも、ドクダミ、ワサビ、

シソ、ニンニク、ネギなどジャパニ
ーズ・ハーブがあります。おばちゃ
んの時代にはこういったものを活用
する知恵がありました。今後は、こ
ういう知恵を言い伝えて活用してい
くのが大切だと思いますね。

■今後の目標は？
ハーブの効能を生かした、皆さんに
喜んでもらえる品物づくりと、今後、
一般にハーブ園を公開できるように
と考えています。また家にはハーブ
が好きなネコたちがいるので、ハー
ブの国のネコ物語という童話を完成
させたいですね。

稲 敷 で 生 き る 人 々
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精神保健
内容：こころの健康、悩み、病気についてご相談ください／申込：予約制、ふれあいセンターへ申し込む
9月5日（水） こころの健康相談 午後1時30分〜3時30分 桜川保健センター
9月27日（木） こころの健康相談 午後1時30分〜3時30分 ふれあいセンター
9月27日（木） こころのリハビリ 午前10時〜11時30分 ふれあいセンター

乳幼児予防接種
申込：予約制、ふれあいセンターへ申し込む／ 9月実施分は8月20日（月）からふれあいセンターで受け付け
9月3日（月） 三種混合 午後1時30分〜2時 東保健センター
9月11日（火） ポリオ 午後1時10分〜40分 江戸崎保健センター
9月14日（金） 三種混合 午後1時10分〜40分 江戸崎保健センター
9月28日（金） ポリオ 午後1時30分〜2時 東保健センター

離乳食相談・住民健康相談
内容：保健師、栄養士が、赤ちゃんの離乳食や健康の相談にお答えします／申込：予約制、ふれあいセンターへ申し込む
9月11日（火） 午前10時〜11時 東保健センター

健診
地区健診

受付：午前9時30分〜11時30分、午後1時30分〜2時30分／申込：不要、大腸がん検診は事前に申し込みが必要
9月18日（火） 午前＝沼里コミュニティセンター 午後＝江戸崎保健センター
9月19日（水） 午前＝沼里コミュニティセンター 午後＝江戸崎保健センター
9月20日（木） 午前＝沼里コミュニティセンター 午後＝江戸崎保健センター
9月21日（金） 午前・午後＝鳩崎コミュニティセンター
9月25日（火） 午前＝高田コミュニティセンター 午後＝江戸崎保健センター
9月26日（水） 午前＝高田コミュニティセンター 午後＝桑山公民館
9月27日（木） 午前・午後＝君賀コミュニティセンター
9月28日（金） 午前・午後＝江戸崎保健センター

検診予約
申込：予約期間にふれあいセンターへ申し込む。受付：午前8時30分〜午後5時15分／詳細は「保健行事予定表」参照

婦人科検診
予約：9月25日（火）〜27日（木） 実施：10月31日（水）、11月1日（木）、2日（金）、5日（月） 東保健センター

すくすくカレンダーの訂正
「平成19年度稲敷市すくすくカレンダー」（3月下旬配布）の定期予防接種（個別）の佐倉クリニックの項目で訂正があります。
▽受付時間：誤：9〜12時、15〜17時　→　正：9〜11時30分、15〜17時30分、
▽実施予防接種：誤：三種混合、麻しん・風しん　→　正：三種混合、麻しん・風しん、二種混合

了後、「利用許可証」と「健康体力表」を
発行します。
▽日時：第1火曜日午後2時〜、第2

はじめて利用する場合
講習会（簡単な体力測定、マシーンの使い

方、運動の相談）を受けてください。修

金曜日午後5時30分〜　※上記外の
時間でも相談に応じます
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健康のため何か運動を始めたい！と思
っている方、健診結果で気になる方な
ど、心地よい汗を流してみませんか？
▽申込：8月31日（金）までに、健康増
進課へ保険料をそえて申し込む。電話
申込可。

バランスボール＆リフレッシュ体操
バランスボールは、楽しみながらバラ
ンス感覚を養ったり、全身の筋肉を引

●稲敷市健康増進課ふれあいセンター tel.0297-87-6111（直通）

保健センター

健センター、②10月18日（木）＝桜川
保健センター　▽定員：1日110名（先

着順）　▽予約日：9月6日（木）／午
前 8 時 30 分〜午後 5 時 15 分　▽対

　　　腹部超音波検診
　　　　　追加募集します

象：今年度市の腹部超音波検診を受け
ていない 40 歳以上の方　▽料金：
2,000円　▽予約方法：健康増進課へ
電話または、来所して申し込む。当日
希望する受付時間を申し出ください。

（受付時間：午前7時、8時、9時、10時）

●稲敷市健康増進課（ふれあいセンター

内）tel.0297-87-6111（直通）

肝臓、胆のう、すい臓などを検査する腹
部超音波単独検診を行います。脂肪肝、
のう胞、結石などが分かります。
▽日程：①10月11日（木）＝江戸崎保

き締める効果があります。心身をほぐ
し、楽しく身体を動かします。運動不
足解消、肩凝りなどにも効果あり。
▽日時：9月7日（金）〜11月30日（金）

／全10回／午前10時〜11時30分

ウォーキング教室
ウォーキングの基礎を学び、健康効果
を高める歩き方を身につけます。メタ
ボリックシンドロームや生活習慣病の

　　　秋の健康講座スタート！
　　　　　　受講者募集

予防、肥満の予防・改善にもお勧め。
江戸崎会場（江戸崎体育館）

▽日時：9月19日（水）〜11月21日
（水）全8回／午前10時〜11時30分
桜川会場（桜川公民館）

▽：9月6日（木）〜11月8日（木）全8
回／午前10時〜11時30分
東会場（東保健センター）

▽日時：10月1日（月）〜12月10日
（月）全8回／午前10時〜11時30分
●稲敷市健康増進課（ふれあいセンター

内）tel.0297-87-6111（直通）

ふれあいセンターには、「健康増進室」
が設けられており、エアロバイク、ル
ームランナー、ウエイトトレーニング

マシーンなどの運動機器があります。
体力の向上や生活習慣病予防、運動不
足解消などに、ぜひご利用ください。

　　　ふれあいセンターの健康増進室で
　　　　　心地よい汗を流しませんか！

利用方法
▽利用時間：午前9時〜午後9時　▽
休室日：月曜日（祝日の場合は開室し、翌

火曜が休室）　▽対象者：高校生以上　
▽料金：一般利用者＝200円、65歳
以上＝100円
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生涯学習
●稲敷市教育委員会生涯学習課（新利根庁舎）tel.0297-87-3439（直通）

申込
▽募集：各部先着160名　▽参加資
格：市在住の社会人でアマチュアプレ

　　　稲敷市民ゴルフ大会
　　　　　10月19日、22日開催

「第3回稲敷市民ゴルフ大会」を10月
に開催します。詳しくは広報稲敷9月
号（8月24日発行）の折込チラシをご覧

ーヤーの方（シニアは55歳以上）　▽参
加費：2,000円　▽申込：申込書（広報

稲敷9月号に折込）に必要事項を記入し、
9月8日（土）〜21日（金）の間に申し
込む
●稲敷市教育委員会生涯学習課社会体
育係（新利根庁舎）tel.0297-87-3439

時30分　▽場所：桜川公民館　▽参
加費：2,000円（教室初日に徴収）　▽申
込：8月21日（火）から電話で申し込
む（月曜日は除く）　▽定員：40名程度
●桜川公民館tel.029-894-2981

　　　初級エアロビクス教室
　　　　　楽しく汗をかきましょう

有酸素運動であるエアロビクスは、全
身持久力を高め、脂肪を燃焼させてく
れます。楽しく汗をかきましょう。
▽日時：9月5日〜10月24日／毎週
水曜日／全8回／午後7時30分〜8

大会結果など
県少年空手道選手権大会
第33回茨城県少年空手道選手権大会
が、5月23日水戸市で行われました。
市内からは庄司圭汰くん（桑山）が出場
し、小学3年生の男子B ブロック形の
部で、見事優勝しました。

ミニバス少年団大会
県南A 地区ミニバスケットスポーツ
少年団大会が、6月3日、10日に行
われ、江戸崎ドリームが見事優勝しま
した。また、県南代表として出場した、
関東ブロックの県予選大会に出場し、
ベスト8となりました。

市ジュニアサッカー大会
第1回稲敷市ジュニアサッカー大会が
6月2日、江戸崎総合運動公園で行わ
れ、市内3チームが総当りの熱戦を繰
り広げ、新利根FC ビートルズが初の
栄冠に輝きました。同チームは県大会
に市代表として参加します。

ください。
一般の部
▽日時：10月19日（金）　▽場所：
土浦カントリー倶楽部　▽プレー
費：8,000円（食事代、税込み。飲物

は別料金。セルフプレー・カート使用）

シニア・女子の部
▽日時：10月22日（月）　▽場所：
アスレチックゴルフ倶楽部　▽プ
レー費：9,800円（食事代、税込み。

飲物は別料金。キャディー付）
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 ●稲敷市立図書館tel.0299-79-3111、検索：opac.city.inashiki.lg.jp
 ●江戸崎公民館図書室tel.029-892-4110
 ●新利根公民館図書室（改善センター内）tel.0297-87-2175
 ●桜川公民館図書室tel.029-894-2981

図書だより

図書カレンダー 8月

市立図書館休館日＝■
 日 月 火 水 木 金 土
    1 2 3 4
 5 6 7 8 9 10 11
 12 13 14 15 16 17 18
 19 20 21 22 23 24 25
 26 27 28 29 30 31
江戸崎図書室
毎週月曜日、8月28日（火）休室
新利根・桜川図書室
新利根・桜川図書室：毎週月曜日
■開館（室）時間：午前9時〜午後
５時、※図書館は水曜日のみ午前
11時〜午後7時

方／土、日曜／午前8時30分〜午後5
時15分　▽募集：1名　▽応募：履歴
書を図書館に提出／受付＝8月1日〜
15日／詳細は通知。

江戸崎図書室

新着図書
「女性の品格」坂東眞理子、「ナツコー
沖縄密貿易の女王」奥野修司、「地の落
ちた日本航空」杉浦一機、「お札でおり
がみ」いそにしまさお、「ドリーム・バ
スター 4」宮部みゆき、「漱石先生の事
件簿―猫の巻」柳広司、「誓いの夏から」
永瀬隼人、「ちんぷんかん」畠中恵ほか

▽日時：8月26日（日）午前10時30
分〜

8月の展示
「家族で楽しむ」がキーワード！
家族で楽しめることを集めて展示しま
す。出来ることから挑戦してみてはい
かがでしょうか。

休館9月1日〜14日
蔵書点検のため休館します。ご協力を
お願いします。
▽休館日：9月1日（土）〜14日（金）

貸出し点数を増やします
下記の期間は貸し出し点数を増やしま
す。ぜひご利用ください。（図書館のみ）

▽8月18日（土）〜31日（金）本＝1人
10冊まで　▽8月24日（金）〜31日

（金）ビデオ、CD ＝１人6点まで

夏休み読書スタンプラリー
夏休み期間中、図書館、公民館図書室
では、子どもたちがたくさんの本と出
会えるようスタンプラリーを開催しま
す。どうぞご参加ください。
▽期間：〜8月31日（金）　▽場所：図
書館、各公民館図書室　▽参加資格：
市立図書館カードをお持ちの中学生ま
での方　▽参加方法：各カウンターで
申し込む

アルバイトを募集
図書館のアルバイト職員を募集します。
▽資格：大学生、短大生、専門学校生の
方　▽勤務：9月1日〜長期間できる

市立図書館

夏休み映画会
①7月28日（土）「はだしのゲン」（アニ

メ／ 90分）

②8月4日（土）､5日（日）「はだしのゲ
ン2」（アニメ／ 90分）

③8月11日（土）、12日（日）「いつか
読書する日」（大人向け／ 127分）　

④8月18日（土）、19日（日）「トムと
ジェリー〜ドルーピーといっしょ
2」（アニメ／ 36分）

⑤8月25日（土）「5等になりたい」（ア

ニメ／ 76分）

▽時間：午後2時〜　▽申込：当日、図
書館カウンターへ申し込む　▽定員：
70人

工作教室
紙コップロケットやストロー竹とんぼ
などを飛ばして遊びましょう。
▽日時：8月2日（木）午前10時〜　▽
対象：小学校低学年まで　▽定員：20
人　▽申込：当日、図書館カウンター
で申し込む

おりがみ教室
▽日時：8月12日（日）午後2時〜　▽
定員：20人　▽申込：当日、図書館カ
ウンターで申し込む

おはなし会
ボランティアの方が、紙芝居や大型絵
本を読んでくれます。
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阿
波
の
大
杉
神
社
は
﹆
航
海
の

安
全
と
疱ほ
う

瘡そ
う

除よ

け
の
神
様
と
し

て
知
ら
れ
て
き
ま
し
た
。今
で

は
﹆
そ
れ
に
加
え
て
日
本
唯
一

夢
む
す
び
大
明
神
と
し
て
﹆
縁

談
は
じ
め
い
ろ
い
ろ
の
夢
を
叶

え
て
く
れ
る
神
様
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。主
祭
神
は
倭
ヤ
マ
ト

大オ
オ

物モ
ノ

主ヌ
シ

櫛ク
シ

甕ミ
カ

玉タ
マ

命ノ
ミ
コ
トで
﹆
大オ
オ

国ク
ニ

主ヌ
シ

命
ノ
ミ
コ
ト

（
大ダ
イ

黒コ
ク

様サ
マ

）
も
こ
の
神
様
の
別
名

で
す
。御
神
木
は
﹆
大
杉
神
社

に
ふ
さ
わ
し
い
二
本
の
大
き
な

り
ま
す
。そ
れ
に
社
殿
前
の
一

対
の
青
銅
の
灯
籠
は
﹆
徳
川
四

代
将
軍
﹆
家
綱
公
の
寄
進
で
葵

の
御
紋
入
り
で
す
。

　

大
杉
神
社
は
﹆
勝
し
ょ
う

道ど
う

上し
ょ
う

人に
ん

に
よ
っ
て
神じ
ん

護ご

景け
い

雲う
ん

元
年
（
七

六
七
）に
創
基
さ
れ
﹆今
年
は
鎮

座
千
二
百
四
十
年
の
節
目
の
年

で
す
。そ
し
て
十
年
が
か
り
で

行
わ
れ
た
「
平
成
の
大
造
営
」

が
終
わ
っ
て
迎
え
た
最
初
の
年

で
す
。文
化
十
三
年（
一
八
一
六
）

の
新
築
当
時
さ
な
が
ら
に
復
元

さ
れ
ま
し
た
。約
二
百
十
年
前

焼
失
し
た
社
殿
は
﹆
現
社
殿
よ

り
二
ま
わ
り
も
大
き
く
﹆
彫
刻

も
彩
色
も
見
事
で
﹆「
日
光
見

ず
と
も
あ
ん
ば
見
よ
」
と
い
わ

れ
て
い
た
そ
う
で
す
。当
時
の

大
杉
神
社
の
隆
盛
ぶ
り
が
う
か

が
え
ま
す
。

　

神
社
創
建
か
ら
三
十
年
目
の

延え
ん

暦り
ゃ
く

十
五
年
（
七
九
七
）
快か
い

賢け
ん

阿あ

闍じ
ゃ

梨り

に
よ
っ
て
境
内
に
安
穏

寺
が
開
基
さ
れ
ま
し
た
。そ
れ

以
来
﹆
明
治
初
年
の
神
仏
分
離

ま
で
の
間
﹆
神
仏
習
合
の
社
寺

で
し
た
。文
治
三
年（
一
一
八
七
）

東
奥
か
ら
や
っ
て
来
た
常ひ

陸た
ち

坊ぼ
う

海か
い

存ぞ
ん

が
数
々
の
奇
跡
を
起
こ
し

ま
し
た
。そ
の
後
﹆
海
存
は
自

分
の
姿
を
彫
っ
た
像
を
残
し
て

姿
を
消
し
ま
し
た
。巨
体
﹆
碧へ
き

眼が
ん

﹆
鼻
高
﹆
紫
の
髭ひ
げ

の
常
陸
坊

海
存
の
姿
が
天
狗
信
仰
へ
発
展

し
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。こ

の
よ
う
に
し
て
﹆
大
杉
神
社
は

霊
験
あ
ら
た
か
な
神
と
し
て

益
々
有
名
に
な
り
ま
し
た
。

　

大
杉
神
社
と
い
え
ば
「
あ
ん

ば
囃
子
」
を
連
想
し
ま
す
。こ

の
お
囃
子
は
ヒ
ゲ
タ
醤
油
の
創

業
者
﹆
田
中
玄げ
ん

蕃ば

が
事
業
成
功

の
お
礼
に
元
和
三
年
（
一
六
一

七
）
紀
州
か
ら
持
ち
込
ん
だ
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。大
杉
神
社

お
膝
元
の
あ
ん
ば
っ
子
は
﹆
お

囃
子
の
音
を
聞
く
と
自
然
に
身

体
が
動
き
出
し
て
し
ま
う
そ
う

で
す
。

　

阿
波
に
は
大
杉
様
の
名
前
を

い
た
だ
く
団
体
が
い
く
つ
か
あ

り
ま
し
た
。剣
道
の
「
大
杉
武

会
」﹆
映
画
館
の「
大
杉
会
館
」﹆

野
球
の「
大
杉
チ
ー
ム
」﹆
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
「
大
杉
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
」
等
で
す
。大
杉
神
社
を

中
心
と
し
た
短
歌
の
会
も
あ
り

ま
し
た
。ま
た
地
域
の
人
々
は
﹆

赤
ち
ゃ
ん
の
初
宮
参
り
﹆
紐
解

ふ
る
さ
と
探
訪　
第
㆒⓼
回

　
あ
ば
の
大
杉
神
社

　
　
　
　
鎮
座
千
二
百
四
十
年
に
際
し
て

●
市
郷
土
資
料
調
査
委
員
・
飯
嶋
伊
津
子

き
﹆
入
学
﹆
卒
業
﹆
成
人
﹆
結
婚

な
ど
の
節
目
々
々
に
大
杉
様
に

報
告
を
し
ま
す
。厄
除
け
﹆
地

鎮
祭
﹆
車
の
お
払
い
を
お
願
い

し
﹆
そ
の
上
神し
ん

道と
う

の
人
は
﹆
人

生
最
後
の
儀
式
を
し
て
頂
き
旅

立
つ
の
で
す
。

　

大
杉
神
社
で
は
﹆
氏
子
か
ら

の
奉
納
米
を
一
年
間
は
保
管
し

て
き
た
そ
う
で
す
。そ
れ
は
非

常
時
に
炊
き
出
し
を
し
た
り
﹆

困
っ
て
い
る
人
に
貸
し
て
あ
げ

た
り
し
て
﹆
氏
子
や
地
域
の

人
々
を
助
け
る
た
め
で
し
た
。

　

大
杉
神
社
は
﹆
信
仰
の
対
象

で
あ
る
と
共
に
﹆
近
隣
の
人
々

に
密
着
し
た
文
化
や
商
業
の
中

心
で
あ
り
﹆
交
流
の
場
で
も
あ

っ
た
の
で
す
。今
も
﹆
偉
大
で

身
近
な
存
在
の
神
様
と
し
て
多

く
の
人
々
の
心
の
拠
り
所
と
な

っ
て
い
ま
す
。

参
考
資
料

富
澤
静
堂
著
「
大
杉
神
社
文
書

録
」ほ
か

●
歴
史
民
俗
資
料
館
☎
０
２
９

９
︲
７
９
︲
３
２
１
１

大杉神社

杉
の
木
で
﹆

次
郎
杉
﹆
三

郎
杉
と
呼
ば

れ
て
い
ま
す
。

社
殿
は
茨
城

県
の
木
造
建

築
の
神
社
の

中
で
一
番
大

き
い
建
物
で

す
。
大
き
さ

だ
け
で
な
く
﹆

社
殿
周
り
や

瑞み
ず

垣が
き

の
彫
刻
﹆

拝
殿
天
井
の

龍
の
墨
絵
な

ど
﹆
芸
術
作

品
が
沢
山
あ
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ar
ts

 a
nd

 li
te

ra
tu

re
稲
敷
文
芸

俳句

短歌

釣
鐘
草
鐘
に
光
り
し
雨
雫	

小
林
寿
恵
王（
田
宿
）

種
を
播
く
夫
婦
に
屋
号
で
道
を
問
う	

青
木
啓
泰（
本
宿
）

水
路
に
も
影
を
落
と
し
て
七
変
化	

金
野
み
ど
り（
小
角
）

し
づ
ま
り
し
水
さ
わ
ぎ
出
す
濁
り
鮒	

篠
田
啓
子（
新
山
）

四
十
雀
余
韻
残
せ
る
木
立
か
な	

岡
村
敏
子（
新
山
）

山
々
も
わ
が
来
た
道
も
霞
け
り	

幸
田
不
死
男（
荒
宿
）

夕
闇
に
時
鳥
の
声
遠
く
よ
り	

宮
本
芳
子（
切
通
）

軽
く
な
き
家
族
会
議
や
メ
ロ
ン
切
る	

矢
口
由
里
子（
西
町
）

緑
陰
の
筑
波
の
宿
の
同
窓
会	

細
川
え
つ
子（
荒
宿
）

道
端
に
三
角
形
の
青
田
か
な	

武
部
三
郎（
小
角
）

新
網
戸
入
れ
て
優
し
き
風
招
き	

川
崎
典
雄（
鳩
崎
）

栴せ
ん

檀だ
ん

の
面
影
い
ま
や
淡
く
濃
し	

青
木
富
喜
代（
月
出
里
）

信
念
は
曲
げ
ず
ま
っ
す
ぐ
今
年
竹	
溝
口
民
城（
高
田
）

吹
き
抜
け
る
竹
林
の
風
夏
兆
す	
小
林
文
子（
根
宿
）

軒
天
井
つ
ば
め
の
親
子
占
居
す
る	

栗
山
美
鈴（
田
宿
）

咲
き
初
め
し
百
合
に
や
さ
し
く
雨
よ
降
れ	

山
口
須
美
子（
上
君
山
）

シ
ャ
ツ
脱
ぎ
て
西
瓜
食
む
癖
島
の
爺	

大
久
保
フ
ク（
古
渡
）

大
空
に
円
を
描
き
た
く
夏
の
朝	

高
須
湖
城（
浮
島
）

捨
て
か
ね
し
物
ま
た
増
え
て
更
衣	

根
本
ナ
カ（
神
宮
寺
）

一
丁
で
足
り
ぬ
昼
餉
の
冷
奴	

高
柳
幸
子（
古
渡
）

梅
雨
の
蝶
静
か
に
飛
ん
で
居
た
り
け
り	

永
長
小
夜（
古
渡
）

泣
き
笑
い
同
窓
会
の
初
夏
の
宿	

坂
本
き
よ
子（
下
馬
渡
）

草
笛
や
下
校
の
子
等
の
ゆ
っ
く
り
と	

山
崎
幸
子（
浮
島
）

つ
ま
ず
き
て
転
び
て
す
ぐ
に
確
か
め
る
頭
打
た
ぬ
か
骨
折
れ
ぬ
か
と	

雨
宮
美
世
志（
高
田
）

二
時
間
も
待
っ
て
る
わ
た
し
に
メ
ー
ル
く
る「
忘
れ
て
い
た
」と
友
の
ひ
と
言	

上
村
喜
佐
子（
小
角
）

夕
映
え
の
湖
に
出
て
ゆ
く
漁
舟
棹
に
漕
ぎ
ゆ
く
か
げ
絵
の
ご
と
く	

坂
本
緑（
鳩
崎
）

逝
き
し
子
が
命
ま
た
得
て
蘇
る
ご
と
蛍
火
ひ
と
つ
岸
を
飛
び
立
つ	

根
本
冨
貴
子（
田
宿
）

歌
講
座
に
出
掛
け
る
か
ら
と
亡
妻
に
告
げ
て
仏
間
の
蝋
の
火
を
消
す	

根
本
正
直（
門
前
）

久
久
の
雨
に
野
菜
は
息
づ
き
て
紺
色
の
茄
子
み
ず
み
ず
し
も
よ	

野
沢
と
よ（
羽
賀
）

横
た
わ
る
お
顔
拝
し
ぬ
そ
の
面
の
し
ず
か
に
美
わ
し
胸
突
き
あ
げ
る	

三
島
文
子（
佐
倉
）

転
勤
で
空
き
家
と
な
り
し
娘
の
家
に
黄
薔
薇
の
咲
く
を
訪
ね
て
行
け
り	

山
口
須
美
子（
上
君
山
）

人
の
た
め
福
祉
に
尽
く
す
と
語
る
顔
仮
面
は
が
せ
ば
魔
物
に
似
た
り	

山
本
彰
治（
高
田
）

無
駄
な
こ
と
叫さ
け

ぶ
つ
も
り
は
な
い
け
れ
ど
少
し
哀
れ
な
我
が
身
を
思
う	

永
井
由
紀
子（
柴
崎
）

ハ
ナ
ミ
ズ
キ
春
の
嵐
に
散
り
初
め
て
あ
ら
し
早
よ
止
め
祈
り
見
上
ぐ
る	

諸
岡
久
子（
下
太
田
）

こ
の
朝
の
寒
の
も
ど
り
に
仕
舞
ひ
た
る
炬
燵
を
出
し
て
丸ま
る

く
溫
く
も
る	

柳
町
ひ
さ（
柴
崎
）

か
ろ
や
か
な
風
に
吹
か
れ
て
タ
ン
ポ
ポ
の
綿
毛
は
い
ず
こ
春
は
ま
ぼ
ろ
し	

吉
田
テ
ル（
伊
佐
津
）

北
大
を
目
指
し
て
歩
め
る
孫
む
す
め
夢
が
叶
え
て
さ
く
ら
開
け
り	

篠
田
す
い（
下
太
田
）

初
夏
の
風
抜
け
て
ゆ
く
湖
に
波
一
線
に
輝
き
て
立
つ	

永
長
小
夜（
古
渡
）

俄
雨
白
く
去
り
ゆ
き
む
ら
さ
き
の
雫
宿
し
て
藤
花
ゆ
る
る	

吉
原
き
の
ゑ（
浮
島
）

針
穴
は
見
え
て
い
る
の
に
糸
先
の
右
に
左
に
ゆ
れ
て
通
ら
ず	

山
口
朋
子（
結
佐
）

車
椅
子
漕
ぐ
若
者
の
さ
な
が
ら
に
腕
は
ピ
ス
ト
ン
肌
は
赤
銅	

諸
岡
ふ
じ
枝（
結
佐
）

亡つ

ま夫
の
植
ゑ
し
苺
に
光
の
降
り
そ
そ
ぎ
赤
く
熟
る
る
を
ひ
と
り
摘
み
を
り	

板
橋
道
子（
福
田
）

放
浪
に
余
生
の
み
え
れ
ば
よ
ぎ
り
行
き
ぬ
ぼ
た
山
の
裾
は
わ
れ
の
ふ
る
さ
と	

山
根
三
千
人（
西
代
）

い
づ
れ
と
な
く
伴
侶
を
亡
く
す
宿
命
を
背
負
ひ
し
友
の
重
き
後う
し
ろ
で姿	

小
泉
實（
福
田
）

骨
折
の
わ
が
背
を
洗
い
く
る
る
夫
に
体
も
心
も
軽
く
な
り
た
り	

大
野
キ
ヌ（
清
久
島
）

濃こ

緑
も
緑
も
黄
も
あ
り
向
い
山
ふ
く
れ
て
植
田
に
影
を
落
と
せ
り	

坂
本
弥
太
郎（
幸
田
）



ご意見を！　市民のみ
なさんのご意見、ご提
案を今後の編集に反映
していきたいと思いま
す。秘書広聴課まで。

編集後記　▽いよいよ梅雨も終わり夏本番に、暑中お見舞い申し上げます。暑い夏をブルーベリ
ーやレンコンを食べて乗切りましょう。今回超広角レンズを入手。被写体に関係なく多様してし
まいました。（ｉ）　夏ということで思い切って髪を切ってみました。山崎邦正っぽい仕上がりに
大満足。ちょっとアブない感じを醸し出しています。人の視線が妙に頭に来るような……。（かっこ

悪いと娘に大泣きされた、G4出）
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ぶら〜り・稲敷　no.26　浮島のハス田

霞ヶ浦の恵みを受けて、すくすくと育
つ浮島れんこん。
　茨城県、特に霞ヶ浦周辺は日本一の
れんこん産地で、ここ浮島も見渡すか
ぎりのハス田が広がります。東京の市
場では霞ヶ浦周辺産のシェアは80％
を超すほど。その中核を担っているの
が浮島のれんこんです。浮島地区の南
部、野田奈川と前川の間の干拓地に広
がるれんこん田は、東西に３km 以上
にわたる広さ。撮影したときはまだ花

の時期には早かったのですが、それで
もれんこんの大きな葉っぱがまるで絨
毯のように敷き詰められた景色は圧巻
でした。
　梅雨の時期を過ぎると緑のバックに
白やピンクの大きな花がたくさん咲き
ます。特に朝方が必見で、花が大きく
開き、大きなれんこんの葉っぱの上で
は朝露がキラキラと輝きながらおどる
姿がみられます。稲敷市の特産品の一
つであるれんこん。味だけではなく目

でも楽しめる作物です。
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